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１
．
は
じ
め
に

　

北
九
州
若
松
出
身
の
火
野
葦
平
は
、
戦
前
・
戦
時
下
・
戦
後
を
通
し
て
、
沖
縄
へ
三
度
行
っ

た
こ
と
が
あ
る1

。
こ
れ
に
つ
い
て
、
火
野
は
「
戦
前
の
平
和
で
美
し
か
っ
た
時
代
、
戦
争
中
、

イ
ン
パ
ー
ル
戦
場
か
ら
命
か
ら
が
ら
逃
げ
か
え
る
途
中
、
那
覇
に
寄
っ
て
見
た
。
騒
然
と
戦

雲
が
う
づ
ま
い
て
い
た
時
代
、
そ
し
て
ま
っ
た
く
ア
メ
リ
カ
の
支
配
下
に
あ
る
現
在
―
―
三

つ
の
沖
縄
の
姿
は
私
を
考
え
こ
ま
せ
た
」2

と
述
べ
て
い
る
。
火
野
に
と
っ
て
の
沖
縄
の
意
味

に
つ
い
て
、
坂
口
博
は
「
火
野
葦
平
と
沖
縄
」
で
「
戦
中
は
「
兵
隊
作
家
」
と
し
て
名
実
と

も
に
国
民
的
作
家
と
な
り
、
戦
後
は
一
転
、
戦
争
協
力
作
家
と
し
て
非
難
さ
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
火
野
葦
平
だ
が
、
そ
の
戦
後
の
足
跡
を
た
ど
る
な
ら
ば
、
一
貫
し
た
「
平
和
」
へ
の

希
求
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
源
流
と
い
え
る
の
は
、
や
は
り
沖
縄
で
あ
ろ
う
」3

と
指

摘
し
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
沖
縄
は
戦
後
の
火
野
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
無
視
で

き
な
い
土
地
で
あ
る
。

　

一
九
四
五
年
、
沖
縄
戦
の
最
中
に
発
表
さ
れ
た
「
島
」
（『
文
芸
』、
四
月
）
を
始
め
と
し
て
、

一
九
四
八
年
か
ら
は
、
自
身
の
沖
縄
体
験
を
素
材
に
し
た
作
品
を
発
表
し
た
。
そ
れ
ら
の
作

品
の
中
で
、
異
国
情
緒
に
満
ち
た
沖
縄
の
伝
統
や
文
化
を
紹
介
し
た
り
、
戦
時
下
の
沖
縄
の

惨
状
を
描
い
た
り
す
る
の
と
同
時
に
、
戦
後
の
沖
縄
の
様
々
な
問
題
に
も
触
れ
て
い
た
。
一

九
五
七
年
、
「
沖
縄
は
フ
タ
カ
チ
ャ
の
御
代
」
で
、
火
野
は
「
私
も
早
く
か
ら
琉
球
に
は
い
ろ

い
ろ
な
意
味
で
関
心
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
琉
球
に
関
す
る
作
品
は
い
く
つ
も
書
き
、
昨
年

は
プ
ラ
イ
ス
勧
告
の
あ
ま
り
の
理
不
尽
さ
に
憤
り
を
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
戯
曲
「
ち

ぎ
ら
れ
た
縄
」
を
書
い
て
上
演
し
た
。
し
か
し
、
泣
き
ご
と
め
い
た
こ
と
を
告
白
す
る
が
、

な
ん
と
言
論
と
い
う
も
の
が
無
力
で
、
怪
物
的
な
ア
メ
リ
カ
の
開
拓
精
神
（
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・

ス
ピ
リ
ッ
ト
）
に
歯
が
立
た
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
悲
し
い
ば
か
り
で
あ
る
。」4

と
書
い
て
い

る
。
「
ち
ぎ
ら
れ
た
縄
」
は
火
野
が
ア
メ
リ
カ
占
領
下
に
お
か
れ
た
沖
縄
人
が
抱
え
る
問
題
を

正
面
か
ら
描
い
た
も
の
の
代
表
作
だ
と
い
え
よ
う
。

　

一
九
五
六
年
九
月
、
小
説
「
ち
ぎ
ら
れ
た
縄
」
は
『
オ
ー
ル
小
説
』
に
発
表
さ
れ
た
。
同

年
一
〇
月
一
三
日
―
二
三
日
、
劇
団
文
化
座
十
五
周
年
記
念
公
演
の
た
め
創
作
さ
れ
た
戯
曲

｢

ち
ぎ
ら
れ
た
縄｣

5

は
一
ツ
橋
講
堂
で
上
演
さ
れ
、
十
二
月
『
テ
ア
ト
ロ
』
に
発
表
さ
れ
た
。

戯
曲
と
小
説
で
は
内
容
が
違
う
の
で6

、
本
論
で
は
、
小
説｢

ち
ぎ
ら
れ
た
縄｣

を
対
象
に
考

察
す
る
。

　

小
説
「
ち
ぎ
ら
れ
た
縄
」
は
、
一
九
五
五
年
の
伊
江
島
の
武
力
に
よ
る
土
地
接
収
を
題
材

と
し
、
戦
後
の
沖
縄
の
、
軍
用
地
問
題
、
米
兵
に
よ
る
性
犯
罪
問
題
お
よ
び
「
日
本
復
帰
」

問
題
等
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

２
．
先
行
研
究
の
検
討

　

小
説｢

ち
ぎ
ら
れ
た
縄｣

に
関
す
る
先
行
研
究
は
ま
だ
少
な
い
。

小
説
「
ち
ぎ
ら
れ
た
縄
」
に
お
け
る
火
野
葦
平
の｢

日
本
復
帰｣

認
識
に
つ
い
て

人
文
科
学
研
究
科
　
日
本
文
学
専
攻
　

博
士
後
期
課
程
二
年
　
張
　
殷
瑜
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池
田
浩
士
『
火
野
葦
平
論
』
で
は
、
作
品
の
内
容
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
だ
考
察
を
行
っ
て

お
ら
ず
、
主
に
小
説
の
内
容
を
引
用
に
よ
っ
て
示
し
、
粗
筋
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

「
火
野
葦
平
が
「
ち
ぎ
ら
れ
た
縄
」
を
書
い
た
動
機
や
意
図
の
真
摯
さ
を
疑
う
余
地
な
ど
、
い

さ
さ
か
も
な
い
」
に
も
拘
ら
ず
、
火
野
の
少
な
か
ら
ぬ
作
品
の
根
本
的
な
問
題
の
一
つ
と
し

て
、「
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
批
判
と
怒
り
が
作
者
の
沖
縄
に
対
す
る
思
い
を
高
め
る
ぶ
ん
だ
け
、

戦
中
の
、
そ
し
て
戦
後
の
、
日
本
の
沖
縄
に
対
す
る
無
惨
な
加
害
は
、
沖
縄
へ
の
一
方
的
な

愛
と
共
感
の
蔭
に
つ
つ
み
か
く
さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
」7

と
指
摘
し
た
。

　

菅
野
聡
美
は
「
楽
園
幻
想
の
起
源
を
求
め
て
―
―
①
火
野
葦
平
が
愛
し
た
琉
球
」
の
中
で
、

火
野
の
持
つ
沖
縄
へ
の
イ
メ
ー
ジ
の
内
容
を
紹
介
す
る
と
同
時
に
、
「
米
軍
占
領
下
を
舞
台
に

し
た
「
ち
ぎ
ら
れ
た
縄
」
は
、
米
軍
の
横
暴
へ
の
怒
り
と
告
発
に
み
ち
あ
ふ
れ
、
「
沖
縄
を
日

本
に
返
せ
」
と
い
う
明
確
な
政
治
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
鮮
明
に
う
ち
だ
し
て
い
る
。
火
野
に
は

珍
し
い
政
治
意
識
の
発
露
で
あ
る
」8

と
評
価
し
た
も
の
の
、
「
日
本
復
帰
」
問
題
に
対
す
る
詳

し
い
分
析
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

仁
衡
琢
磨
は
「「
本
土
」
人
が
描
い
た
沖
縄
と
基
地
問
題
―
―
火
野
葦
平
と
当
事
者
性
」9

で
、

小
説
「
ち
ぎ
ら
れ
た
縄
」
と
火
野
を
高
く
評
価
し
た
。
「
ち
ぎ
ら
れ
た
縄
」
に
つ
い
て
は
、
火

野
が
当
事
者
性
を
持
っ
て
こ
の
作
品
を
書
い
た
と
い
う
考
え
を
示
し
、
作
品
に
は
「
差
別
構

造
と
「
本
土
」
人
の
当
事
者
性
欠
如
な
ど
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
、
ま
た
、
今

日
ま
で
存
在
し
て
い
る
「
差
別
構
造
の
問
題
を
昭
和
三
一
年
の
段
階
で
世
に
明
ら
か
に
示
し

た
「
ち
ぎ
ら
れ
た
縄
」
の
意
義
は
け
し
て
小
さ
く
な
い
」
と
主
張
し
、
作
品
の
価
値
が
リ
ア

ル
タ
イ
ム
性
に
あ
り
、
そ
の
尊
さ
は
「
昭
和
三
一
年
に
既
に
相
当
の
当
事
者
性
を
も
っ
て
沖

縄
と
基
地
問
題
を
描
い
た
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
と
指
摘
し
た
。
火
野
に
つ
い
て
は
、
「
現

代
の
沖
縄
出
身
作
家
ほ
ど
の
深
度
・
当
事
者
性
が
な
い
と
し
て
も
、
こ
の
時
期
に
こ
の
作
品

を
世
に
出
し
た
火
野
葦
平
は
作
家
と
し
て
素
晴
ら
し
い
仕
事
を
し
た
」
と
主
張
し
、
「
火
野
に

は
時
代
的
制
約
、
「
本
土
」
人
の
限
界
は
あ
っ
た
と
思
う
が
、
そ
れ
で
も
や
は
り
火
野
の
沖
縄

描
写
は
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
る
」
と
評
価
し
た
。
し
か
し
、
「
日
本
復
帰
」
問
題
に
つ
い
て
は

触
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

Stefano Romagnoli

は
「From Secluded Paradise to Hell on Earth. Hino Ashihei’s 

Imaginative 
Geography 

of 
Okinawa

」10

で
、
火
野
の
沖
縄
題
材
作
品
を
対
象
に
、
作
品
の
傾

向
を
中
心
に
分
析
を
行
っ
た
。
作
品
に
よ
っ
て
、
沖
縄
イ
メ
ー
ジ
が
違
う
に
も
拘
ら
ず
、
沖

縄
が
い
つ
も
「
弱
者
」
と
し
て
描
か
れ
、
従
属
的
な
立
場
に
置
か
れ
て
お
り
、
作
品
に
お
け

る
沖
縄
が
性
別
化
さ
れ
、
沖
縄
人
女
性
が
沖
縄
の
運
命
の
象
徴
と
し
て
、
小
説
「
ち
ぎ
ら
れ

た
縄
」
の
ツ
ル
と
朝
子
の
場
合
も
そ
う
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
小
説
「
ち
ぎ
ら
れ
た
縄
」

に
お
け
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
書
き
方
に
よ
っ
て
、
火
野
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
痛
烈
な

批
判
を
裏
付
け
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
日
本
復
帰
」
と
い
う
問
題
に
は
や
は

り
論
及
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
、
「
日
本
復
帰
」
と
は
、
戦
後
沖
縄
研
究
に
お
い
て
無
視
で
き
な
い
問
題

で
あ
る
。
ま
た
、
本
土
人11

の
沖
縄
へ
の
認
識
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
沖
縄
の
「
日

本
復
帰
」
に
対
す
る
彼
ら
の
見
方
を
究
明
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
土
人
と
し
て
の
火

野
は
「
地
獄
島
沖
縄
」
で
「
沖
縄
問
題
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
と
日
本
人
全
体
の
問
題

で
あ
る
。
私
た
ち
は
も
っ
と
沖
縄
を
身
近
に
見
つ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」12

と
い
う
態
度
を

示
し
て
い
る
。
ま
た
、
火
野
は
随
筆
「
ち
ぎ
ら
れ
た
沖
縄
」
で
も｢

『
国
旗
』
の
章
で
、
書
い

た
よ
う
に
、
沖
縄
は
日
本
の
一
部
で
あ
る
の
に
、
引
き
ち
ぎ
ら
れ
て
、
地
獄
と
化
し
て
い
る｣

13

と
強
調
し
て
い
る
。
で
は
、「
日
本
復
帰
」
に
言
及
し
て
い
る
小
説
「
ち
ぎ
ら
れ
た
縄
」
か
ら
、

火
野
の
ど
の
よ
う
な
認
識
を
読
み
取
れ
る
の
か
。
ま
た
、
こ
の
認
識
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴

と
限
界
が
あ
る
の
か
。

　

本
稿
で
は
、
沖
縄
の
「
日
本
復
帰
」
問
題
に
焦
点
を
絞
り
、
小
説
「
ち
ぎ
ら
れ
た
縄
」
の

創
作
背
景
を
検
討
し
、
作
中
に
お
け
る
沖
縄
と
沖
縄
人
の
イ
メ
ー
ジ
を
考
察
し
、
沖
縄
人
の

ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
態
度
、
沖
縄
の
所
属
に
関
す
る
認
識
、
日
本
本
土
と
本
土
人
へ
の
考
え
、

「
日
本
復
帰
」
へ
の
見
方
な
ど
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
火
野
葦
平
が
「
ち
ぎ
ら
れ
た
縄
」

で
ど
の
よ
う
な
「
日
本
復
帰
」
認
識
を
表
し
た
の
か
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
認
識
に
は
ど
の
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よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
か
を
知
る
一
助
と
し
た
い
。

３
．
戦
後
の
沖
縄
（
一
九
四
五
年
～
一
九
五
六
年
）

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
小
説
「
ち
ぎ
ら
れ
た
縄
」
は
一
九
五
六
年
九
月
に
発
表
さ
れ
た
。

同
年
六
月
に
米
下
院
軍
事
委
員
会
か
ら｢

プ
ラ
イ
ス
勧
告｣

が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、

戦
後
の
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
五
六
年
ま
で
の
間
に
、
沖
縄
で
何
が
起
き
た
の
か
を
詳
ら
か

に
述
べ
よ
う
。

　

一
九
四
五
年
四
月
一
日
、
米
軍
は
沖
縄
に
上
陸
し
た
。
六
月
下
旬
ま
で
、
日
本
側
は
甚
大

な
損
害
を
受
け
た14

。
激
し
い
地
上
戦
の
末
、
六
月
二
三
日
、
沖
縄
は
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
占
領

下
に
お
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た15

。
そ
し
て
一
九
四
五
年
九
月
二
日
、
日
本
政
府
は
降
伏
文
書

に
調
印
し
た
。
九
月
七
日
、
沖
縄
で
は
、
南
西
諸
島
の
全
日
本
軍
を
代
表
し
て
、
先
島
師
団

長
納
見
敏
郎
中
将
ら
が
、
降
伏
文
書
に
署
名
し
て
沖
縄
戦
は
公
式
に
終
了
し
た
。

　

日
本
は
米
軍
を
主
体
と
す
る
連
合
国
軍
の
占
領
下
に
お
か
れ
た
の
で
あ
る
。
一
九
四
六
年

一
一
月
三
日
、
連
合
国
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
以
下
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
の
主
導
の
も
と
で
、
新

し
い
日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
、
翌
年
五
月
三
日
施
行
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
、
主
権
在
民
、

象
徴
天
皇
制
、
戦
争
放
棄
な
ど
が
規
定
さ
れ
た
。
沖
縄
に
つ
い
て
は
、
一
九
四
七
年
、
Ｇ
Ｈ

Ｑ
最
高
司
令
官
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
日
本
の
非
武
装
化
（
戦
争
放
棄
）
と
沖
縄
の
分
離
軍
事
支

配
が
一
体
不
可
分
の
も
の
で
あ
る
と
明
確
に
述
べ
た16

。
同
年
九
月
、
い
わ
ゆ
る
沖
縄
に
関
す

る
天
皇
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
伝
え
ら
れ
た
。
そ
れ
に
は
「
ア
メ
リ
カ
が
、
日
本
に
主
権

を
残
し
租
借
す
る
形
式
で
、
二
五
年
な
い
し
五
〇
年
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
、
沖
縄
を
軍
事

支
配
す
る
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
利
益
に
な
る
の
み
な
ら
ず
日
本
の
利
益
に
も
な
る
」17

と
い

う
内
容
が
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、｢

象
徴
天
皇
制
・
非
武
装
国
家
日
本
・
沖
縄
の
米
軍
支

配
を
三
位
一
体
・
不
可
分
の
関
係
と
し
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占
領
政
策
は
、
中
華
人
民
共
和
国
の
成

立
が
視
野
に
入
っ
て
く
る
段
階
で
、
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
た｣

18

。
一
九
五
二
年
四
月
二
八
日
、

対
日
平
和
条
約
の
発
効
と
と
も
に
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
占
領
の
状
態
を
終
え
、
独
立
国
家
と

し
て
の
主
権
を
回
復
し
た
。
し
か
し
、
日
本
本
土
と
違
っ
て
、
一
八
七
九
年
、
県
と
し
て
日

本
の
版
図
に
入
っ
た
沖
縄
は
、
対
日
平
和
条
約
の
第
三
条19

に
よ
っ
て
、
引
き
続
き
米
軍
の
占

領
下
に
お
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
対
日
平
和
条
約
が
締
結
さ
れ
た
同
じ
日
の
午
後
、

日
米
安
全
保
障
条
約
も
締
結
さ
れ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
目
下
の
同
盟
国
で
主
権
国
家
で
あ
る

日
本
の
基
地
の
不
安
定
性
を
克
服
す
る
た
め
に
、
米
軍
の
沖
縄
へ
の
排
他
的
支
配
が
強
化
さ

れ
た
。
「
沖
縄
は
、
も
は
や
単
に
非
武
装
国
家
日
本
の
安
全
を
保
障
す
る
軍
事
拠
点
で
は
な
く
、

ア
メ
リ
カ
の
世
界
戦
略
に
お
け
る
「
太
平
洋
の
要
石
」
と
な
っ
た
。」20

事
実
、
一
九
五
五
年
一

一
月
に
勃
発
し
た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争21

で
は
、
沖
縄
が
米
軍
の
重
要
な
後
方
支
援
基
地
と
な
っ
た
。

　

対
日
平
和
条
約
と
日
米
安
全
保
障
条
約
の
締
結
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
沖
縄
に
お
け
る

軍
事
基
地
建
設
は
ま
す
ま
す
本
格
化
し
て
い
っ
た
。
一
九
五
二
年
一
一
月
、
米
軍
は
軍
用
地

賃
貸
契
約
の
た
め
の
布
令
九
一
号
「
契
約
権
」
を
公
布
し
た
。
こ
の
布
令
は
、
土
地
使
用
料

の
安
さ
の
た
め
に
、
軍
用
地
主
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た22

。
こ
の
事
態
に
対
し
て
、
琉
球

列
島
米
国
民
政
府23

（
以
下
、
米
民
政
府
）
は
一
九
五
三
年
一
二
月
、
布
告
二
六
号
を
公
布
し
、

「「
長
期
に
わ
た
る
使
用
の
事
実
に
よ
っ
て
〞
默マ

契マ

〟
（
暗
黙
の
契
約
）
が
成
立
し
て
い
る
」
と

み
な
す
こ
と
に
し
た
」24

。
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
米
軍
は
基
地
を
拡
大
し
も
っ
と
多
く
の
土
地

を
接
収
す
る
た
め
に
、
一
九
五
三
年
四
月
三
日
、
布
令
一
〇
九
号
「
土
地
収
用
令
」
を
公
布
し
、

即
日
施
行
し
た
。
そ
の
後
、
真
和
志
村
、
安
謝
・
銘
刈
（
一
九
五
三
年
四
月
）、
小
禄
村
具
志

（
一
九
五
三
年
一
二
月
）、
伊
江
村
真
謝
（
一
九
五
五
年
三
月
）、
宜
野
湾
村
伊
佐
浜
（
一
九
五

五
年
七
月
）
な
ど
で
、
「
銃
剣
と
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
」
に
よ
る
土
地
接
収
を
行
っ
た25

。
こ
れ
ら
の

圧
迫
に
対
し
て
、
地
元
農
民
は
抵
抗
し
た
が
、
一
九
五
四
年
三
月
、
米
民
政
府
は
、
軍
用
地

料
の
一
括
払
い26

と
い
う
方
針
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
沖
縄
人
か
ら
「
土
地
を
守
る

四
原
則
」27

が
提
出
さ
れ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
四
者
協28

が
結
成
さ
れ
、
対
米
交
渉
が
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

一
九
五
五
年
六
月
の
四
者
協
渡
米
代
表
団
の
要
請
に
基
き
、
同
年
一
〇
月
、
米
下
院
軍
事

委
員
会
は
プ
ラ
イ
ス
調
査
団
を
沖
縄
に
派
遣
し
た
。
調
査
の
結
果
と
し
て
、
一
九
五
六
年
六

3



月
、
沖
縄
の
米
軍
用
地
問
題
に
関
す
る
報
告
書
、
即
ち
「
プ
ラ
イ
ス
勧
告
」
が
米
国
議
会
に

提
出
さ
れ
た
。
勧
告
に
は
、
沖
縄
基
地
が
、｢

一
、
制
約
な
き
核
基
地
と
し
て
、
二
、
ア
ジ
ア

各
地
の
地
域
的
紛
争
に
対
処
す
る
米
戦
略
の
拠
点
と
し
て
、
三
、
日
本
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
親

米
政
権
が
倒
れ
た
場
合
の
拠
り
所
と
し
て
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
米
軍
用

地
政
策
を
含
む
そ
れ
ま
で
の
米
軍
支
配
の
あ
り
方
を
基
本
的
に
正
し
い
と
し
て
い
た｣

29

と
あ

り
、「
プ
ラ
イ
ス
勧
告
」
が
沖
縄
の
軍
事
基
地
問
題
を
緩
和
さ
せ
な
か
っ
た
こ
と
は
疑
え
な
い
。

逆
に
、
米
軍
の
軍
事
基
地
建
設
を
合
理
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
戦
後
、
米
軍
の
軍
事
基
地
か
ら
様
々
な
問
題
が
生
じ
る
に
従
っ
て
、
沖
縄
の

人
々
は
現
状
を
変
え
る
た
め
に
、
本
土
に
視
線
を
向
け
て
、
「
日
本
復
帰
」
に
関
わ
る
組
織
を

立
ち
上
げ
、
多
く
の
運
動
を
行
っ
た
。
で
は
、
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
五
六
年
に
か
け
て
、

沖
縄
の
「
日
本
復
帰
」
は
ど
の
よ
う
な
動
き
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

戦
後
、
沖
縄
の
帰
属
に
つ
い
て
、
「
当
面
予
想
さ
れ
て
い
た
選
択
肢
は
、
ほ
と
ん
ど
議
論
の

対
象
に
も
な
ら
な
か
っ
た
中
国
帰
属
を
の
ぞ
け
ば
、
日
本
復
帰
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
信
託
統

治
、
独
立
の
三
つ
だ
っ
た 

。」30

一
九
五
〇
年
、
対
日
講
和
が
日
程
に
上
る
よ
う
に
な
り
、
復
帰

論
が
高
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
五
一
年
四
月
、
沖
縄
社
大
党
と
人
民
党
が
中
心
と
な
り
、

｢

日
本
復
帰
促
進
期
成
会｣

が
結
成
さ
れ
た
。
続
い
て
、
社
大
党
の｢

新
進
会｣
が
主
体
と
な
っ

て
結
成
し
た｢

日
本
復
帰
促
進
青
年
同
志
会｣

が
生
ま
れ
、
同
年
五
月
に
は
、
両
組
織
は
全

島
的
に
署
名
運
動
を
展
開
し
、
二
◯
万
人
近
く
、
選
挙
有
権
者
数
の
お
よ
そ
七
二
％
に
当
た

る
署
名
を
集
め
た
。
一
般
に
は
、
こ
の
署
名
活
動
は
「
復
帰
運
動
」
の
始
動
と
み
な
さ
れ
て

い
る31

。
そ
の
後
、
一
九
五
三
年
一
月
一
〇
日
、
沖
縄
青
年
連
合
会
や
沖
縄
婦
人
連
合
会
な
ど

五
団
体
の
協
力
で
「
沖
縄
諸
島
祖
国
復
帰
期
成
会
」
が
形
成
さ
れ32

、
同
月
一
三
日
に
は
、
「
第

一
回
祖
国
復
帰
総
決
起
大
会
」
の
開
催
に
よ
っ
て
、
民
衆
の
意
識
が
呼
び
起
こ
さ
れ
、
世
論

の
注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
っ
た33

。
「
プ
ラ
イ
ス
勧
告
」
公
表
後
の
一
九
五
六
年
六
月
二
〇
日
、

全
沖
縄
六
四
市
町
村
の
う
ち
五
六
市
町
村
で
市
町
村
民
大
会
が
開
か
れ
た
、
同
月
二
五
日
、

第
二
回
住
民
大
会
が
那
覇
と
コ
ザ
（
現
沖
縄
市
）
で
開
か
れ
た34

。

　

以
上
を
ま
と
め
れ
ば
、
戦
後
、
日
本
の
一
県
で
あ
る
沖
縄
は
日
本
本
土
と
同
様
に
、
ア
メ

リ
カ
の
占
領
下
に
お
か
れ
た
が
、
一
九
五
二
年
、
対
日
平
和
条
約
の
発
効
に
よ
っ
て
、
本
土

の
よ
う
に
占
領
さ
れ
た
状
態
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
。
逆
に
、
世
界
情
勢
と
日

米
関
係
の
変
化
と
と
も
に
、
そ
の
戦
略
的
地
位
が
よ
り
強
調
さ
れ
、
占
領
状
態
が
続
く
こ
と

に
な
る
。
対
日
平
和
条
約
と
日
米
安
全
保
障
条
約
の
締
結
は
、
ア
メ
リ
カ
が
沖
縄
に
軍
政
を

敷
き
、
排
他
的
支
配
を
行
う
こ
と
に
合
理
的
な
根
拠
を
提
供
し
た
と
い
え
る
。
米
軍
の
軍
事

基
地
の
拡
大
に
と
も
な
い
、
軍
事
基
地
問
題
が
次
第
に
深
刻
化
し
て
い
っ
た
の
だ
。
一
九
五

〇
年
か
ら
、
沖
縄
で
は
、
「
日
本
復
帰
」
に
関
す
る
組
織
が
発
足
し
、
様
々
な
運
動
も
行
わ
れ

た
。
米
軍
の
沖
縄
へ
の
支
配
を
強
化
さ
せ
る
「
プ
ラ
イ
ス
勧
告
」
が
発
表
さ
れ
た
後
も
、
沖

縄
で
は
、
復
帰
を
目
指
す
運
動
が
続
け
ら
れ
た
。

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
創
作
さ
れ
、
発
表
さ
れ
た
小
説
「
ち
ぎ
ら
れ
た
縄
」

に
は
、
い
か
に
戦
後
の
沖
縄
と
沖
縄
人
を
描
い
た
の
で
あ
る
か
。

４
．
占
領
下
に
お
か
れ
た
沖
縄
と
沖
縄
人

　

火
野
の
沖
縄
の
「
日
本
復
帰
」
に
対
す
る
考
え
を
明
ら
か
に
す
る
前
に
、
作
中
に
描
か
れ

た
沖
縄
と
沖
縄
人
の
イ
メ
ー
ジ
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。

４
．
１　

ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
と
し
て
の
沖
縄

　

作
中
に
「
そ
し
て
、
そ
の
年
が
暮
れ
、
あ
の
、
一
九
五
五
年
三
月
十
一
日
が
来
た
」
と
書

か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
火
野
は
一
九
五
五
年
前
後
の
沖
縄
を
舞
台
に
し
て
、
小
説
を
創
作
し

た
。
一
九
五
五
年
前
後
の
沖
縄
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
す
言
葉
と
し
て
、
「
植
民
地
」
が
キ
ー
ワ
ー

ド
の
一
つ
と
し
て
作
中
に
何
度
も
現
れ
る
。

　

那
覇
の
街
は
、
す
で
に
、
一
九
四
四
年
十
月
十
日
の
大
空
襲
に
よ
っ
て
、
灰
燼
に
帰

し
て
い
た
。
壺
屋
町
の
一
角
を
残
し
た
き
り
で
、
地
上
か
ら
消
滅
し
た
の
で
あ
る
。
首
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里
は
守
礼
門
を
は
じ
め
と
し
て
、
古
め
か
し
く
典
雅
な
王
城
が
あ
っ
た
が
、
砲
弾
と
爆

弾
と
に
よ
っ
て
、
跡
か
た
も
な
く
破
壊
さ
れ
た
。
古
琉
球
の
情
緒
は
追
放
さ
れ
、
ア
メ

リ
カ
式
植
民
地
の
街
が
、
全
然
新
し
い
規
模
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
。
（
後
略
）

　

こ
の
よ
う
に
、
戦
争
に
よ
っ
て
消
滅
さ
せ
ら
れ
た
街
が
、
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
の
占
領
下
で

再
建
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
「
植
民
地
」
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
新
し
い
街
は
沖
縄
人
に
と
っ

て
何
を
意
味
す
る
の
か
。
ア
メ
リ
カ
は
こ
の
戦
後
の
那
覇
に
何
を
も
た
ら
し
た
の
か
。
こ
れ

ら
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
再
建
さ
れ
た
広
い
植
民
地
空
間
に
お
け
る
「
ガ
ー
ブ
ー

川
」35

の
存
在
を
見
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
火
野
が
「
沖
縄
は
フ
タ
カ
チ
ャ
の
御
代
」
に
「
こ

の
「
ガ
ー
ブ
ー
川
」
が
現
在
の
沖
縄
の
象
徴
の
よ
う
な
気
が
し
た
」36

と
書
い
た
よ
う
に
、
沖

縄
の
現
状
は
、
こ
の
「
ガ
ー
ブ
ー
川
」
と
い
う
植
民
地
空
間
に
言
説
化
さ
れ
た
と
い
え
る
。

　

市
場
通
り
の
中
心
を
奇
妙
な
川
が
流
れ
て
い
る
。
ガ
ー
ブ
ー
川
と
呼
ば
れ
て
い
る
け

れ
ど
も
、
だ
れ
も
そ
の
名
の
起
源
を
知
ら
な
い
。
一
度
地
上
か
ら
消
滅
し
去
っ
た
那
覇

は
、
全
然
新
市
街
に
な
っ
て
出
現
し
た
の
で
、
古
い
市
民
で
さ
え
道
を
迷
う
く
ら
い
だ

が
、
こ
の
「
ガ
ー
ブ
ー
川
」
に
い
た
っ
て
は
妖
怪
の
川
と
い
っ
て
も
よ
い
。
二
間
足
ら

ず
の
狭
く
き
た
な
い
泥
溝
川
で
、
颱
風
期
に
は
氾
濫
し
、
蚊
の
発
生
地
な
の
で
、
市
民

を
悩
ま
し
て
い
る
が
、
地
図
の
上
で
は
陸
地
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
市
内
で
も
っ

と
も
繁
栄
し
て
い
る
の
は
こ
の
ガ
ー
ブ
ー
河
畔
だ
。
物
資
は
割
合
に
豊
富
で
、
朝
か
ら

物
売
り
の
混
雑
は
ひ
ど
い
。
た
だ
、
あ
ま
り
物
が
売
れ
て
い
る
様
子
が
な
く
、
農
村
か

ら
出
て
来
る
ミ
ジ
ョ
ー
キ
売
り
や
、
乞
食
の
子
供
た
ち
も
、
夕
暮
れ
に
な
る
と
情
な
そ

う
な
顔
を
し
て
い
る
。
こ
の
市
場
の
な
か
に
は
、
と
き
ど
き
、
古
い
沖
縄
の
風
俗
が
見

ら
れ
る
。(

中
略)

し
か
し
、
そ
れ
に
は
も
は
や
情
緒
を
感
じ
る
よ
り
も
、
す
た
れ
行
く

残
骸
と
貧
窮
と
の
影
の
方
が
濃
い
、
琉
球
絣
や
芭
蕉
布
を
売
っ
て
い
る
反
物
屋
も
あ
る

が
、
買
い
手
は
ま
れ
だ
っ
た
。

　

戦
後
、
沖
縄
人
の
生
活
は
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
都
市
再
建
に
よ
っ
て
、
改
善
さ
れ
な
か
っ
た
。

具
体
的
に
い
え
ば
、
排
水
路
で
あ
る
べ
き
川
は
汚
く
、
相
変
わ
ら
ず
氾
濫
し
て
い
る
。｢

物
資

が
割
合
に
豊
富
で｣

あ
る
の
に
、
乞
食
の
子
ど
も
が
い
る
。
ま
た
、
「
農
村
か
ら
出
て
来
る
ミ

ジ
ョ
ー
キ
売
り
や
、
乞
食
の
子
供
た
ち
も
、
夕
暮
れ
に
な
る
と
情
な
そ
う
な
顔
を
し
て
い
る
」

と
い
う
表
現
か
ら
、
こ
の
「
繁
栄
し
て
い
る
」「
新
市
街
」
に
来
る
人
は
少
な
い
と
推
測
で
き
る
。

一
番
繁
栄
し
て
い
る
河
畔
で
さ
え
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
な
ら
、
那
覇
お
よ
び
沖
縄
全
体

の
状
況
も
想
像
に
難
く
な
い
。
戦
後
の
沖
縄
人
の
生
活
状
況
の
改
善
は
順
調
と
は
い
え
な
か
っ

た
。

　

こ
の
川
に
は
、
「
古
い
沖
縄
の
風
俗
が
見
ら
れ
る
」
に
も
拘
ら
ず
、
す
で
に
琉
球
情
緒
が
感

じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
桜
坂
の
小
料
理
屋
「
珊
瑚
」
の
周
辺
の
変
化
も
そ
れ
を
裏
付
け

て
い
る
。

（
前
略
）
よ
ろ
ず
植
民
地
文
化
に
な
っ
た
那
覇
か
ら
は
、
古
典
劇
を
や
る
劇
場
は
経
営
困

難
で
消
え
、
映
画
館
は
簇
生
し
た
。
桜
坂
に
も
数
軒
の
映
画
劇
場
が
な
ら
ん
で
い
た
が
、

「
南
映
座
」
の
裏
手
に
は
、
飲
み
屋
小
路
が
あ
っ
て
、
「
珊
瑚
」
は
垢
抜
け
し
た
お
で
ん

や
だ
っ
た
。

　

沖
縄
の
伝
統
文
化
を
具
象
化
す
る
古
典
劇
場
は
、
す
で
に
植
民
地
文
化
の
影
響
で
映
画
館

に
取
っ
て
替
わ
ら
れ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
植
民
地
文
化
の
進
出
は
沖
縄
人
に
よ
り
よ
い
生

活
を
も
た
ら
し
た
の
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
戦
後
十
年
と
い
う
短
い
期
間
に
、
新
し
い
精

神
的
な
支
え
が
そ
こ
に
生
じ
る
の
も
不
可
能
で
あ
る
。
逆
に
、
こ
の
よ
う
な
過
程
に
お
い
て
、

沖
縄
人
は
昔
か
ら
馴
染
ん
で
い
て
自
分
の
精
神
を
支
え
た
伝
統
的
な
文
化
を
失
っ
て
し
ま
っ

た
。
沖
縄
は
失
わ
れ
た
伝
統
文
化
と
抵
抗
で
き
な
い
新
し
い
植
民
地
文
化
の
間
を
さ
ま
よ
っ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
戦
後
の
那
覇
は
「
新
市
街
」
と
し
て
再
建
さ
れ
た
が
、
「
古
い
市
民
で

さ
え
道
を
迷
う
」
と
い
う
の
は
、
実
際
に
〈
道
〉
に
迷
う
と
い
う
よ
り
、
沖
縄
人
が
ア
メ
リ
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カ
の
植
民
地
支
配
に
お
か
れ
て
、
生
き
て
行
く
物
質
と
精
神
生
活
の
〈
道
〉
に
迷
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
沖
縄
文
化
へ
の
加
害
以
外
に
、
沖
縄
人
個
人
へ
の
加
害
も
続
い
て
い
る
。
ま

た
、
こ
の
個
人
へ
の
加
害
は
「
ガ
ー
ブ
ー
川
」
に
お
い
て
さ
ら
に
直
接
的
だ
と
い
え
よ
う
。

作
中
、
新
垣
清
二
の
姉
ツ
ル
と
妹
朝
子
が
、
釈
放
さ
れ
た
父
を
迎
え
に
来
て
、
那
覇
警
察
所

か
ら
ホ
テ
ル
へ
行
く
途
中
、
「
ガ
ー
ブ
ー
川
」
の
岸
の
道
を
通
っ
て
い
る
と
き
、
米
軍
に
襲
い

か
か
ら
れ
、
さ
ら
わ
れ
る
。
最
後
に
米
軍
の
将
校
に
救
わ
れ
て
は
い
る
が
、
米
軍
の
沖
縄
人

へ
の
日
常
的
な
暴
行
の
一
端
が
窺
え
る
場
面
で
あ
る
。

　

小
説
で
は
、
こ
れ
が
計
画
的
で
は
な
く
、
偶
発
的
に
発
生
し
た
も
の
だ
と
書
か
れ
る
が
、

偶
発
的
な
も
の
で
あ
る
点
に
こ
そ
、
こ
の
米
軍
の
沖
縄
女
性
に
対
す
る
犯
罪
行
為
の
多
発
性

が
顕
在
化
さ
れ
て
い
る
。

　

当
時
の
沖
縄
と
い
う
植
民
地
空
間
全
体
に
お
け
る
被
害
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
「
由
美
子
ち
ゃ
ん
事
件
」37

以
外
に
、
沖
縄
の
米
軍
犯
罪
行
為
に
つ
い
て
、
以
下
の

よ
う
に
作
品
に
書
か
れ
て
い
る
。

（
前
略
）
こ
な
い
だ
新
聞
社
で
統
計
を
作
り
よ
っ
た
が
、
（
中
略
）
こ
の
五
年
間
で
、
殺

人
三
、
未
遂
三
、
強
姦
致
死
一
、
強
姦
二
百
九
、
未
遂
十
七
…
…
強
姦
が
合
わ
せ
て
二

百
二
十
六
だ
ぞ
。
こ
れ
は
届
け
出
た
だ
け
さ
、
恥
か
し
く
て
届
け
ん
方
が
多
い
く
ら
い

か
も
知
れ
ん
。
そ
れ
か
ら
、
放
火
十
一
、
住
宅
侵
入
七
十
八
、
器
物
毀
棄
三
百
九
十
五
、

外
人
か
ら
の
交
通
事
故
に
よ
る
被
害
、
死
亡
百
二
十
四
、
重
傷
百
八
十
五
、
軽
傷
三
百

九
十
三
…
…（
後
略
）38

　

つ
ま
り
、
性
犯
罪
以
外
に
も
、
米
軍
に
よ
る
犯
罪
事
件
は
絶
え
ず
発
生
し
て
い
た
。
小
説

の
最
後
で
、
新
垣
ツ
ル
は
、
米
兵
に
強
姦
さ
れ
、
妊
娠
し
、
自
殺
す
る
。
新
垣
朝
子
は
再
び

米
兵
に
襲
わ
れ
、
凌
辱
こ
そ
免
れ
た
が
、
逃
げ
る
途
中
に
崖
か
ら
落
ち
て
、
死
亡
す
る
。
こ

の
よ
う
に
、
米
軍
の
加
害
に
よ
っ
て
、
死
亡
し
た
沖
縄
人
は
戦
後
増
え
続
け
て
い
た
。

　

ま
た
、
沖
縄
に
設
置
さ
れ
た
機
関
も
注
目
に
値
す
る
。
自
分
の
土
地
を
守
る
た
め
に
、
米

軍
の
将
校
に
殴
り
つ
け
ら
れ
た
新
垣
清
二
の
父
三
吉
は
、
被
害
者
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
那

覇
警
察
署
に
留
置
さ
れ
、
暴
行
を
受
け
る
。
ま
た
、
那
覇
軍
事
裁
判
所
に
出
廷
す
る
直
前
に
も
、

三
吉
は
米
兵
に
殴
ら
れ
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
那
覇
警
察
署
は
実
際
に
被
害
者

の
市
民
を
保
護
す
る
と
い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
な
か
っ
た
。
那
覇
警
察
署
だ
け
で
は
な
く
、

那
覇
軍
事
裁
判
所
も
そ
う
で
あ
る
。
三
吉
は
釈
放
さ
れ
た
が
、
加
害
者
の
米
軍
将
校
は
結
果

的
に
い
か
な
る
処
罰
も
受
け
な
か
っ
た
の
で
あ
る39

。

　

作
中
に
「
犯
罪
な
ど
な
か
っ
た
平
和
の
島
な
の
に
、
終
戦
後
は
兇
悪
な
犯
罪
島
と
化
し
た

の
で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
沖
縄
人
に
と
っ
て
は
、
戦
後
の
沖
縄
は
、
新
し
い

都
市
と
い
う
よ
り
、
様
々
な
社
会
問
題
を
孕
む
ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
作
中
で
こ
の
よ
う
な
支
配
に
お
か
れ
た
沖
縄
人
は
現
状
を
変
え
る
た
め
に
ど
の
よ

う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

４
．
２　

日
本
に
復
帰
し
た
い
沖
縄
人

　

作
品
で
は
、
米
軍
の
基
地
問
題
と
し
て
、
伊
江
島
の
事
例
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。

　

戦
時
下
、
大
き
な
被
害40

を
蒙
っ
た
伊
江
島
の
人
々
は
、
一
九
四
七
年
三
月
ま
で
自
分
た
ち

の
島
に
戻
れ
な
か
っ
た
。
島
民
た
ち
は
、
戦
争
と
米
軍
の
軍
事
建
設
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
た
島

の
土
地
を
開
墾
し
、
家
を
建
て
た
が
、
米
軍
の
土
地
接
収
に
よ
っ
て
、
再
び
土
地
を
失
い
、

家
も
ほ
と
ん
ど
米
軍
に
燃
や
さ
れ
た
。
土
地
と
家
を
失
っ
た
伊
江
島
の
人
々
の
生
活
は
苦
難

を
極
め
る
も
の
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
那
覇
警
察
署
に
抑
留
さ
れ
た
三
吉
は
「
日
々
、
肥
え
太
っ
た
」
と
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

「
伊
江
島
で
は
、
た
だ
、
生
き
て
い
る
と
い
う
程
度
の
食
糧
し
か
な
か
っ
た
の
に
、
警
察
で
は

と
も
か
く
三
度
三
度
食
事
を
あ
て
が
わ
れ
た
し
、
そ
れ
が
島
で
は
め
っ
た
に
食
べ
た
こ
と
も
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な
か
っ
た
米
の
飯
だ
か
ら
」
で
あ
っ
た
。
普
通
の
生
活
よ
り
、
留
置
場
の
方
が
快
適
だ
と
い
う
、

皮
肉
極
ま
る
状
況
で
あ
っ
た
。
当
時
の
沖
縄
人
の
生
活
は
正
常
な
社
会
生
活
と
は
い
い
難
か
っ

た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
米
の
軍
人
は
取
り
上
げ
た
土
地
で
「
ゆ
っ
た
り
と
庭
を
と
っ
て
平
屋

の
家
屋
を
建
て
、
十
万
坪
以
上
も
あ
る
ゴ
ル
フ
場
ま
で
作
っ
て
、
贅
沢
な
生
活
を
し
て
い
る
」

と
さ
れ
て
い
る
。　

　

そ
し
て
、
貧
窮
し
た
物
質
生
活
に
伴
う
の
は
、
不
自
由
な
言
論
環
境
と
政
治
活
動
で
あ
っ

た
。
火
野
は
「
沖
縄
は
フ
タ
カ
チ
ャ
の
御
代
」
で
「
い
う
ま
で
も
な
く
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
沖

縄
を
占
領
し
て
い
る
た
め
で
、
沖
縄
に
は
言
論
の
自
由
が
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
作
中
「
琉

球
タ
イ
ム
ス
」
文
化
部
記
者
で
あ
る
知
念
吉
男
は
、
ア
メ
リ
カ
及
び
米
軍
の
土
地
の
取
り
上

げ
問
題
を
批
判
し
た
た
め
、
米
軍
に
捕
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
「
偶
然
で
は
な
く
、
最

近
は
不
穏
な
分
子
を
警
戒
す
る
た
め
、
監
視
網
が
張
ら
れ
て
い
た
」
と
説
明
さ
れ
る
。
実
際

に
は
、
ア
メ
リ
カ
を
批
判
す
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
「
ア
メ
リ
カ
は
反
米
家
、
日
本
復
帰
論
者

に
眼
を
光
ら
し
と
る
。
な
に
よ
り
も
共
産
党
を
眼
の
敵
に
し
と
る
」
の
で
あ
る
。
先
に
述
べ

た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
は
中
国
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
沖
縄
に
対
す
る
植
民
地
支
配
を
強
化

し
た
。
人
々
か
ら
言
論
の
自
由
を
剥
奪
す
る
の
も
、
そ
の
一
つ
だ
と
い
え
る
。
知
念
は
「
記
者
」

と
い
う
影
響
力
の
あ
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
人
間
だ
か
ら
こ
そ
、
余
計
に
統
制
さ
れ
る
の
だ
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
占
領
下
に
お
か
れ
た
沖
縄
人
が
、
様
々
な
意
味
で
自
由

を
制
限
さ
れ
て
い
た
の
は
明
ら
か
の
だ41

。

　

し
か
し
、
作
中
で
こ
の
よ
う
に
自
由
を
奪
わ
れ
た
沖
縄
人
は
「
日
本
復
帰
」
を
強
く
望
ん

だ
と
描
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
戦
後
、
沖
縄
に
は
本
屋
の
数
が
急
速
に
増
え
、
た
く
さ
ん

の
本
が
本
土
か
ら
輸
入
さ
れ
、「
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
書
籍
が
争
っ
て
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
作
者
は
、「
敗
北
に
よ
っ
て
突
然
文
化
が
高
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

い
ま
な
お
ア
メ
リ
カ
の
占
領
下
に
あ
っ
て
、
自
由
を
持
た
な
い
沖
縄
島
民
が
、
す
こ
し
で
も

本
土
の
空
気
に
接
し
た
い
欲
求
か
ら
で
あ
る
」
と
説
明
す
る
。

　

知
念
吉
男
と
新
垣
清
二
は
、
の
ち
に
詳
述
す
る
よ
う
に
、
本
土
と
沖
縄
の
関
係
、
米
軍
や

本
土
へ
の
期
待
な
ど
の
点
に
お
い
て
、
沖
縄
人
の
対
照
的
な
典
型
と
し
て
登
場
す
る
。
記
者

で
あ
る
知
念
吉
男
は
沖
縄
が
も
う
日
本
で
は
な
い
、
「
日
の
丸
は
よ
そ
の
国
の
旗
だ
」
と
い
い

な
が
ら
、
自
分
の
書
斎
に
は
「
小
さ
い
日
章
旗
が
い
つ
も
壁
に
貼
り
付
け
て
」
あ
る
よ
う
な

人
物
で
あ
る
。
一
方
、
戦
時
下
、
知
念
吉
男
と
と
も
に
「
健
児
隊
」
の
一
員
だ
っ
た
新
垣
清

二
は
、
戦
後
、
祖
国
復
帰
促
進
期
成
会
に
参
加
し
、
「
沖
縄
が
一
日
も
早
く
ア
メ
リ
カ
の
手
を

離
れ
て
、
日
本
に
復
帰
す
る
こ
と
を
心
か
ら
望
ん
で
い
た
」
の
で
あ
る
。

　

こ
の
二
人
の
み
な
ら
ず
、
ほ
か
の
沖
縄
人
の
日
の
丸
の
旗
に
対
す
る
思
い
も
そ
れ
を
裏
付

け
て
い
る
と
い
え
る
。

（
前
略
）
ま
た
戦
後
、
古
い
も
の
の
す
べ
て
が
捨
て
ら
れ
た
た
め
、
那
覇
で
は
昔
の
よ
う

に
古
雅
な
新
春
風
景
を
見
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
し
か
し
、
正
月
が
来
る
と
、
沖
縄
人

た
ち
の
希
望
し
て
や
ま
ぬ
こ
と
が
一
つ
あ
っ
た
。
日
の
丸
の
旗
を
学
校
や
役
所
に
か
か

げ
た
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
を
火
野
は
随
筆
「
国
旗
」
で
「
沖
縄
で
は
、
日
の
丸
の
旗
を
出
す
こ
と
を
禁
じ

ら
れ
て
い
る
。
沖
縄
は
、
今
な
お
日
本
で
あ
っ
て
、
九
州
の
沖
縄
県
で
あ
る
と
、
私
た
ち
は

信
じ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
ア
メ
リ
カ
は
沖
縄
を
日
本
本
土
か
ら
引
き
ち
ぎ
っ
て
、
『
琉
球
国
』

と
い
う
奇
妙
な
国
を
作
り
あ
げ
、
自
由
を
奪
っ
た
軍
政
を
布
い
て
い
る
。
日
の
丸
を
出
し
て

よ
い
の
は
正
月
元
日
だ
け
、
そ
れ
も
個
人
の
家
だ
け
で
、
学
校
や
官
庁
な
ど
、
人
の
多
く
集

ま
る
と
こ
ろ
に
は
立
て
さ
せ
な
い
た
め
、
子
供
達
は
日
章
旗
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
個
人

で
持
っ
て
い
る
も
の
は
少
な
い
。
占
領
軍
は
沖
縄
の
日
本
復
帰
運
動
を
す
る
者
を
す
べ
て
共

産
党
と
に
ら
み
、
日
の
丸
の
旗
を
赤
旗
同
様
に
み
な
し
て
い
る
。
沖
縄
で
見
ら
れ
る
の
は
星

条
旗
ば
か
り
だ
」42

と
書
い
て
い
る
。
火
野
に
し
て
み
れ
ば
、
沖
縄
人
は
日
の
丸
の
旗
に
対
し

て
深
い
愛
情
を
持
っ
て
い
る
の
と
同
時
に
、
日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
も
持
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
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つ
ま
り
、
米
軍
の
土
地
接
収
に
よ
っ
て
、
一
部
の
沖
縄
人
は
生
存
で
き
な
い
ほ
ど
の
貧
困

に
晒
さ
れ
た
。
ま
た
、
人
々
は
日
の
丸
の
旗
を
か
か
げ
る
ほ
ど
の
自
由
さ
え
も
失
っ
た
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
沖
縄
人
は
、
日
本
本
土
に
強
い
帰
属
意
識
を

持
ち
、
「
日
本
復
帰
」
を
望
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
占
領
下
に
お
か
れ
た
沖
縄
の
「
日
本
復
帰
」
に
つ
い
て
、
火
野
は
作
品
で
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
表
現
し
た
の
か
。

５
．
沖
縄
の
「
日
本
復
帰
」
に
つ
い
て

５
．
１　

ち
ぎ
ら
れ
た
縄
と
し
て
の
沖
縄

　

火
野
葦
平
の
沖
縄
と
日
本
本
土
の
関
係
に
関
わ
る
見
方
を
明
ら
か
に
す
る
前
に
、
知
念
吉

男
の
兄
、
知
念
秀
行
が
戦
時
下
に
作
っ
た
「
縄
の
詩
」
に
注
目
し
た
い
。

思
鶴
よ
、

わ
が
縄
よ
、

わ
が
い
の
ち
よ
、

世
帯
じ
み
た
手
ざ
わ
り
の
、

そ
の
美
し
い
結
び
目
よ
、

縄
は
愛
で
あ
り

平
和
の
絆
だ
。

砲
煙
弾
雨
と
は
無
関
係
の
、

鬼
や
悪
魔
と
も
縁
の
な
い

永
遠
の
つ
な
が
り
の
象
徴
だ
。

盲
目
を
み
ち
び
く
も
の

暗
黒
の
灯
を
点
ず
る
も
の

こ
の
い
の
ち

こ
の
縄
を
た
ち
切
ろ
う
と
す
る
者
は
誰
だ
。

こ
の
神
聖
の
縄
を

だ
れ
も
切
る
こ
と
は
出
来
ぬ
。

思
鶴
よ
、

わ
が
美
し
い
縄
よ
、

い
の
ち
の
縄
よ
。

　

知
念
秀
行
に
と
っ
て
は
、「
縄
」
こ
そ
が
命
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
こ
の
「
縄
」
の
た
め
、

鳥
目
に
な
っ
て
も
何
と
か
生
き
延
び
、
戦
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
命
を
支
え
て
い

る
〈
縄
〉
は
、
ア
メ
リ
カ
兵
の
銃
弾
に
よ
っ
て
、
切
れ
て
し
ま
っ
た
。
知
念
秀
行
も
崖
か
ら

落
ち
て
死
ぬ
。

　

作
品
に
お
け
る
「
縄
」
は
秀
行
個
人
に
と
っ
て
大
切
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
の
だ
が
、
沖

縄
と
日
本
本
土
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。

　

作
中
で
、
こ
の
〈
縄
〉
が
沖
縄
を
意
味
し
て
い
る
の
は
疑
え
な
い
。
戦
前
、
日
本
の
県
で

あ
り
、
日
本
本
土
と
繋
が
り
が
あ
る
、
「
日
本
花
彩
列
島
の
南
端
に
鏤
め
ら
れ
た
詩
と
情
緒
の

国
、
夢
の
島
、
珊
瑚
礁
と
蛇
皮
線
と
紅
型
の
陶
酔
地
、
南
国
の
情
熱
を
胸
に
秘
め
た
乙
女
の

恋
の
桃
源
郷
」43

と
し
て
宣
伝
さ
れ
た
沖
縄
は
、
美
し
く
、
「
砲
煙
弾
雨
と
は
無
関
係
の
、
鬼
や

悪
魔
と
も
縁
の
な
い
」、
愛
に
満
ち
た
平
和
な
島
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
戦
時
下
「
太
平
洋
戦

争
の
末
期
、
日
本
の
敗
北
を
決
定
的
に
し
た
の
は
沖
縄
の
失
陥
で
あ
っ
た
」
と
書
か
れ
る
よ

う
に
、
「
要
衝
」
と
し
て
、
米
軍
に
と
っ
て
は
、
「
琉
球
諸
島
は
、
日
本
四
島
へ
の
入
口
、
そ

の
中
で
も
沖
縄
島
は
最
も
重
要
な
島
で
あ
る
。
琉
球
進
攻
を
決
定
し
た
こ
と
は
、
米
国
が
日

本
の
防
衛
戦
の
内
陣
に
食
込
む
用
意
が
で
き
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。」「
一

方
、
日
本
軍
に
と
っ
て
沖
縄
の
陥
落
は
、
直
ち
に
本
土
進
攻
に
た
い
し
て
早
急
に
防
衛
体
制

を
と
と
の
え
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
降
伏
か
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。」44

そ
の
た
め
、
沖

縄
が
「
平
和
の
絆
」
と
な
り
、
本
土
防
衛
の
た
め
、
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
、
犠
牲
に
さ
れ
た
。
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ま
た
、
戦
後
、
沖
縄
は
本
土
と
同
じ
よ
う
に
は
、
平
和
憲
法
の
下
に
民
主
的
な
社
会
を
迎

え
ら
れ
な
か
っ
た
。
３
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
戦
後
の
沖
縄
は
日
本
の
県
と
し
て
、
本
土
と

一
つ
の
〈
縄
〉
で
結
ば
れ
た
と
見
え
る
が
、
実
際
に
は
「
日
本
か
ら
ち
ぎ
り
と
ら
れ
た
沖
の
縄
」

と
し
て
、
日
本
本
土
の
利
益
の
た
め
に
「
人
質
の
島
」
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
と
な
っ

た
。
新
崎
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
戦
後
日
本
を
支
え
る
平
和
憲
法
の
基
礎
に
は
、
沖
縄
の
分

離
が
前
提
と
し
て
存
在
し
た45

。
戦
後
沖
縄
の
ジ
レ
ン
マ
が
そ
こ
に
あ
る
。

　

こ
こ
に
い
た
っ
て
、
「
こ
の
縄
を
た
ち
切
ろ
う
と
す
る
者
は
誰
だ
。」
と
い
う
問
い
を
問
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
知
念
秀
行
の
「
縄
」
が
確
か
に
米
軍
に
切
ら
れ
た
が
、
「
だ
れ

も
切
る
こ
と
は
で
き
」
な
い
沖
縄
と
本
土
と
の
〈
縄
〉
が
本
土
に
こ
そ
切
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

５
．
２　

日
本
へ
の
帰
属
意
識
を
持
っ
て
い
る
沖
縄
人

　

沖
縄
の
「
日
本
復
帰
」
に
関
し
て
、
新
垣
清
二
と
知
念
吉
男
が
注
目
に
値
す
る
。
作
中
で
、

ア
メ
リ
カ
の
占
領
下
に
お
か
れ
た
沖
縄
人
と
し
て
、
二
人
が
多
く
の
面
で
正
反
対
と
い
え
る

ほ
ど
の
認
識
を
持
っ
て
い
る
と
描
か
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
態
度
の
違
い
で
あ
る
。
新
垣
は｢

プ
ラ
イ
ス
勧
告｣

の
内
容

が
公
表
さ
れ
る
以
前
は
、
ア
メ
リ
カ
に
あ
る
程
度
の
幻
想
を
抱
い
て
い
た
と
い
え
る
。
沖
縄

の
土
地
取
り
上
げ
問
題
に
対
し
て
、
「
そ
う
い
え
ば
、
今
、
プ
ラ
イ
ス
調
査
団
が
来
て
、
軍
用

地
接
収
問
題
に
つ
い
て
、
島
内
を
視
察
し
て
廻
っ
て
る
じ
ゃ
な
い
か
、
あ
れ
は
や
は
り
抵
抗

の
勝
利
だ
よ
。
（
中
略
）
今
度
の
調
査
団
派
遣
に
な
っ
た
ん
だ
。
話
せ
ば
わ
か
る
よ
。
実
情
を

眼
の
あ
た
り
に
み
た
ら
、
そ
ん
な
に
無
茶
が
出
来
る
は
ず
が
な
い
」
と
考
え
、
ま
た
、
プ
ラ

イ
ス
調
査
団
に
対
し
て
も
、
「
き
っ
と
、
今
度
の
調
査
で
、
打
開
の
道
が
開
け
る
と
思
う
」
と

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
、
新
垣
は
ア
メ
リ
カ
政
府
の
主
導
に
よ
る
プ
ラ
イ

ス
調
査
団
を
通
じ
て
、
沖
縄
と
沖
縄
人
の
現
状
を
変
え
る
こ
と
に
希
望
を
寄
せ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
知
念
は
「
ア
メ
リ
カ
は
、
沖
縄
を
盗
ん
だ
大
泥
棒
、
（
中
略
）
ア
メ
公
は
口

で
は
民
主
主
義
を
唱
え
て
い
る
が
、
本
性
は
強
盗
だ
、
そ
し
て
戦
争
狂
だ
。
ど
ん
ど
ん
土
地

を
取
り
上
げ
て
軍
事
基
地
に
し
、
島
民
を
飢
餓
に
追
い
や
る
」
と
ア
メ
リ
カ
を
批
判
す
る
。

ま
た
、
プ
ラ
イ
ス
調
査
団
に
対
し
て
も
、
「
調
査
団
の
結
論
は
き
ま
っ
と
る
。
現
地
に
来
て
み

た
ら
、
い
っ
そ
う
沖
縄
の
戦
略
的
重
要
さ
が
わ
か
っ
た
。
一
切
は
戦
略
優
先
だ
」
と
い
う
否

定
的
な
見
方
を
示
す
。
知
念
か
ら
見
れ
ば
、
プ
ラ
イ
ス
調
査
団
の
訪
沖
に
よ
っ
て
、
沖
縄
の

米
軍
の
基
地
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
や
、
ア
メ
リ
カ
の
沖
縄
に
対
す
る
植
民
地
支
配
の
現
実

を
変
え
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
に
と
っ
て
は
、
プ
ラ
イ
ス
調
査
団
の
訪
沖
の
目

的
は
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
の
沖
縄
の
戦
略
的
地
位
を
強
調
し
、
沖
縄
に
対
す
る
排
他
的
支

配
を
強
化
す
る
決
意
を
固
め
る
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

　

次
に
、
沖
縄
の
所
属
に
関
す
る
認
識
の
違
い
で
あ
る
。
戦
時
下
、「
健
児
隊
」
の
一
員
で
あ
っ

た
新
垣
に
と
っ
て
は
、
沖
縄
が
日
本
に
属
す
る
こ
と
に
疑
う
余
地
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、

戦
後
、
祖
国
復
帰
促
進
期
成
会
の
一
員
と
な
り
、
復
帰
運
動
に
身
を
投
じ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

知
念
は
、
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
自
分
の
書
斎
に
日
章
旗
を
掲
げ
て
い
る
が
、
沖
縄
の
所

属
に
つ
い
て
は
、
「
沖
縄
は
日
本
じ
ゃ
な
い
」、
「
日
本
か
ら
ち
ぎ
り
と
ら
れ
た
沖
の
縄
」
で
、

「
沖
縄
は
外
国
な
ん
だ
」
と
考
え
て
い
る
。
彼
は
常
に
、
沖
縄
は
ア
メ
リ
カ
の
「
植
民
地
」
だ

と
強
調
す
る
。

　

さ
ら
に
、
日
本
本
土
及
び
本
土
人
に
対
す
る
考
え
方
の
相
違
で
あ
る
。｢

東
京
の
政
府
も
、

本
土
の
人
た
ち
も
、
沖
縄
を
忘
れ
る
わ
け
は
な
い
よ
。」
と
い
う
よ
う
に
、
新
垣
に
し
て
み
れ

ば
、
本
土
と
本
土
人
は
沖
縄
を
見
捨
て
な
い
は
ず
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
、
本
土
と

本
土
人
に
よ
っ
て
、
沖
縄
が
救
わ
れ
る
と
い
う
期
待
が
含
ま
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
一
方
、

知
念
吉
男
は
「
東
京
の
日
本
政
府
は
、
南
の
果
て
の
海
の
か
な
た
の
沖
縄
の
こ
と
な
ん
て
、

里
子
に
や
っ
た
継
子
く
ら
い
に
し
か
考
え
と
ら
ん
の
じ
ゃ
な
い
か
」
と
日
本
本
土
を
批
判
す

る
。
知
念
に
と
っ
て
は
、
本
土
と
本
土
人
に
よ
っ
て
、
沖
縄
の
現
状
を
改
善
さ
れ
る
こ
と
は

あ
り
え
な
い
。

　

最
後
に
、
沖
縄
の
「
日
本
復
帰
」
へ
の
見
方
の
違
い
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
新
垣
は
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本
土
に
強
い
帰
属
意
識
を
抱
き
、
何
の
迷
い
も
な
く
復
帰
運
動
に
参
加
し
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
て
、
自
分
が
「
日
本
人
全
体
の
だ
れ
に
も
劣
る
ま
い
」
と
い
う
愛
国
者
だ
と
強
調
し
、

書
斎
に
日
章
旗
を
か
か
げ
る
知
念
は
、
日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
っ
て
い

な
が
ら
、
沖
縄
の
「
日
本
復
帰
」
に
対
し
て
は
否
定
的
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

新
垣
が
住
民
大
会
に
参
加
し
、
講
演
を
行
う
の
を
無
駄
な
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
か

ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
「
ど
う
も
、
東
京
の
政
府
は
、
沖
縄
や
、
日
本
国
民
の
幸

福
を
考
え
る
よ
り
も
、
ア
メ
リ
カ
の
鼻
息
を
う
か
が
う
こ
と
の
方
が
忙
し
い
ら
し
い
か
ら
な
。

は
っ
き
り
い
う
と
、
ア
メ
リ
カ
の
家
来
だ
か
ら
な
」
と
い
う
よ
う
に
、
日
本
政
府
が
本
土
人

と
沖
縄
人
の
利
益
を
比
べ
た
う
え
で
、
ア
メ
リ
カ
の
方
を
重
視
す
る
と
い
う
こ
と
を
知
念
は

知
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
知
念
が
、
沖
縄
が
ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
だ
と
思
う
原
因
で
あ
る
と
い
っ

て
も
さ
し
つ
か
え
な
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
彼
に
と
っ
て
は
ア
メ
リ
カ
が
沖
縄
を
返
還
し
な

い
限
り
、
日
本
政
府
は
沖
縄
を
本
格
的
に
日
本
に
復
帰
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　

以
上
の
内
容
か
ら
み
れ
ば
、
新
垣
清
二
と
知
念
吉
男
は
対
照
的
で
あ
る
。
新
垣
清
二
は
、

沖
縄
を
日
本
だ
と
思
い
、
日
本
に
復
帰
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
最
初
は
ア
メ
リ
カ
政
府

に
よ
っ
て
、
沖
縄
の
現
状
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
に
希
望
を
寄
せ
て
い
た
が
、「
プ
ラ
イ
ス
勧
告
」

の
公
表
に
よ
っ
て
こ
の
期
待
が
打
ち
砕
か
れ
、
最
後
に
、
日
本
復
帰
運
動
に
参
加
す
る
決
意

を
固
め
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
知
念
吉
男
は
日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
抱
い
て
い
る
も
の
の
、
沖
縄
が
本
土
に
見
捨
て
ら
れ
、「
日
本
復
帰
」
は
で
き
な
い
と
考
え
、

ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
は
、
批
判
の
態
度
を
持
つ
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
二
人
に
対
す
る
対
照
的
な
描
写
に
注
目
す
る
の
と
同
時
に
、
見
落
と
し
て

は
い
け
な
い
の
は
こ
の
二
人
に
は
日
本
本
土
に
強
い
帰
属
意
識
を
持
つ
と
い
う
共
通
点
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

な
ぜ
火
野
は
対
照
的
で
あ
り
な
が
ら
、
共
通
点
を
持
っ
て
い
る
二
人
の
人
物
を
作
り
上
げ

た
の
か
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
知
念
吉
男
は
デ
カ
ダ
ン
ス
に
近
い
諦
念
を
持
っ
て
い
る
。Stefano 

Romagnoli

が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
知
念
吉
男
は
火
野
の
沖
縄
人
の
友
人
を
モ
デ
ル
に
し
て

作
っ
た
人
物
で
あ
る46

。
火
野
は
「
沖
縄
は
フ
タ
カ
チ
ャ
の
御
代
」
で
、
自
分
の
三
度
目
の
訪

沖
に
言
及
す
る
時
、
「
し
か
し
、
一
週
間
の
滞
在
中
、
も
っ
と
も
私
の
心
を
痛
め
た
の
は
彼
等

の
頽
廃
化
だ
っ
た
。
言
論
の
自
由
が
な
く
、
一
切
は
ア
メ
リ
カ
の
占
領
政
策
に
よ
っ
て
抑
圧

さ
れ
て
い
る
下
で
は
、
魂
も
腐
る
の
か
。
嘗
て
は
潑
刺
と
し
て
い
た
友
人
た
ち
が
み
ん
な
骨

抜
き
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
日
本
復
帰
を
唱
え
る
者
は
共
産
党
と
睨
ま
れ
、
日
の

丸
の
旗
は
赤
旗
同
様
に
考
え
ら
れ
て
い
る
」47

と
述
べ
て
い
る
。
火
野
は
知
念
吉
男
を
借
り
て
、

一
部
分
の
沖
縄
人
の
状
態
を
表
現
し
た
と
い
え
よ
う
。

　

火
野
は
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約
の
解
釈
は
い
ろ
い
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
沖
縄
が
日
本
で

あ
り
、
九
州
の
沖
縄
県
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
沖
縄
で
は
、
日

本
本
土
の
こ
と
を
ヤ
マ
ト
と
呼
ん
で
い
る
。
日
本
復
帰
運
動
は
ヤ
マ
ト
復
帰
で
あ
り
、
ヤ
マ

ト
は
沖
縄
人
の
あ
こ
が
れ
の
的
だ
」48

と
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、

火
野
は
「
沖
縄
は
、
今
な
お
日
本
で
あ
っ
て
、
九
州
の
沖
縄
県
で
あ
る
」
と
信
じ
て
い
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、
火
野
に
し
て
み
れ
ば
、
沖
縄
は
日
本
に
復
帰
す
べ
き
だ
と
い
え
る
。
こ
の

よ
う
な
考
え
に
基
づ
き
、
ま
た
、
当
時
の
沖
縄
の
日
本
復
帰
運
動
の
現
状
と
合
わ
せ
、
火
野

は
作
品
で
、
本
土
に
強
い
帰
属
意
識
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
沖
縄
人
イ
メ
ー

ジ
を
つ
く
り
あ
げ
た
と
推
測
し
て
も
さ
し
つ
か
え
な
い
だ
ろ
う
。

　

つ
ま
り
、
火
野
は
沖
縄
人
の
友
人
の
廃
頽
的
な
状
態
を
表
現
す
る
の
と
同
時
に
、
自
分
の

沖
縄
が
日
本
の
一
部
分
と
し
て
、
日
本
に
復
帰
す
べ
き
だ
と
い
う
主
張
を
強
調
し
た
の
で
あ

る
。
で
は
、
火
野
の
沖
縄
の
「
日
本
復
帰
」
の
認
識
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
か
。

５
．
３　

火
野
の
「
日
本
復
帰
」
認
識
の
特
徴

　

沖
縄
の
「
日
本
復
帰
」
問
題
を
論
じ
る
と
き
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
〈
当
事
者

は
誰
で
あ
る
か
〉
と
い
う
問
題
だ
ろ
う
。
沖
縄
問
題
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
本
土
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が
間
違
い
な
く
当
事
者
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
本
土
人
と
天
皇
も
当
事
者
の
範
囲
か

ら
外
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　

沖
縄
の
「
日
本
復
帰
」
の
訴
え
の
聞
き
手
に
は
、
ア
メ
リ
カ
だ
け
で
は
な
く
、
本
土
人
も

含
ま
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
戦
時
下
、
沖
縄
が
本
土
防
衛
の
た
め
、
大
き
な
犠
牲
を
払
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
戦
後
、
日
本
の
独
立
を
回
復
さ
せ
た
対
日
平
和
条
約
を
成
立
さ
せ

た
柱
の
一
つ
は
、
米
軍
の
沖
縄
へ
の
排
他
的
支
配
と
い
う
対
日
平
和
条
約
の
第
三
条
で
あ
る49

。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
沖
縄
の
「
日
本
復
帰
」
問
題
を
考
え
る
本
土
人
の
イ
メ
ー
ジ
が
小

説
「
ち
ぎ
ら
れ
た
縄
」
に
は
存
在
し
な
い
。
す
な
わ
ち
、
本
土
出
身
の
火
野
の
沖
縄
「
日
本

復
帰
」
へ
の
認
識
に
お
い
て
、
自
身
を
含
め
、
当
事
者
で
あ
る
は
ず
の
本
土
人
は
「
不
在
」

で
あ
る
。
火
野
は
本
土
人
の
立
場
か
ら
、
ひ
た
す
ら
に
沖
縄
人
が
日
本
へ
の
復
帰
を
願
う
こ

と
を
強
調
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
も
っ
と
も
そ
の
訴
え
に
応
え
る
べ
き
本
土
人
に
関
し
て
は
、

言
及
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
周
知
の
と
お
り
、
戦
後
、
新
し
い
日
本
国
憲
法
の
発
効
に
よ
り
「
天
皇
は
日
本
国

お
よ
び
日
本
国
民
統
合
の
象
徴
」
と
な
り
、
国
政
に
関
す
る
権
能
を
有
し
な
く
な
る
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
３
章
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
一
九
四
七
年
九
月
、
天
皇
は
側
近
の
寺
崎
英
成

を
通
し
て
、
沖
縄
に
関
す
る
天
皇
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
伝
え
た
。
ま
た
、
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
「
寺
崎
か
ら
天
皇
の
考
え
を
伝
え
ら
れ
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
政
治
顧
問
シ
ー
ボ

ル
ト
は
、
こ
の
こ
と
を
米
国
務
省
に
伝
達
し
た
報
告
文
の
中
で
、
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
疑

い
も
な
く
天
皇
の
私
的
利
益
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
」50

と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
「
天
皇
の
私
的
利
益
」
の
具
体
的
な
内
容
は
と
も
か
く
、
こ
の
天
皇
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
存
在

は
、
天
皇
が
あ
る
程
度
で
沖
縄
の
戦
後
と
「
日
本
復
帰
」
問
題
に
影
響
を
与
え
た
と
い
え
る

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
沖
縄
問
題
の
当
事
者
の
一
人
で
あ
り
、
か
つ
非
常
に
重
要
な
存
在
で
あ

る
天
皇
は
、
「
ち
ぎ
ら
れ
た
縄
」
に
は
「
不
在
」
で
あ
る
。
天
皇
は
、
本
土
を
守
る
た
め
、
戦

争
に
よ
っ
て
ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ
た
沖
縄
の
「
日
本
復
帰
」
問
題
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
役

割
を
演
じ
る
の
か
。
ま
た
、
沖
縄
の
現
状
を
変
え
る
た
め
に
、
日
本
国
と
日
本
国
民
の
象
徴

で
あ
る
天
皇
が
何
を
す
る
べ
き
な
の
か
。
沖
縄
の
「
日
本
復
帰
」
の
成
否
に
関
わ
る
こ
れ
ら

の
問
題
は
、
当
事
者
で
あ
る
天
皇
の
「
不
在
」
の
た
め
、
考
え
る
範
囲
か
ら
外
さ
れ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

小
説
の
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
、
火
野
は
沖
縄
が
日
本
か
ら
「
ち
ぎ
ら
れ
た
縄
」
だ
と

考
え
て
い
た
。
こ
こ
で
看
過
す
べ
き
で
な
い
の
は
、
火
野
が
「
ち
ぎ
る
」
の
受
身
形
「
ち
ぎ

ら
れ
た
」
を
使
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
「
ち
ぎ
る
」
と
い
う
動
作
の
主
体
は
誰
で

あ
る
の
か
。
小
説
を
普
通
に
読
め
ば
、
そ
の
主
体
が
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
の
は
自
明
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
沖
縄
に
関
す
る
天
皇
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
強
調
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
沖
縄
を
ア
メ
リ

カ
の
占
領
下
に
置
い
た
の
は
ア
メ
リ
カ
の
利
益
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
利
益
に
も

合
致
す
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
日
本
本
土
、
日
本
人

と
天
皇
も
こ
の
「
ち
ぎ
る
」
と
い
う
動
作
の
主
体
だ
と
い
っ
て
も
構
わ
な
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

「
ち
ぎ
ら
れ
た
」
と
い
う
受
身
形
に
よ
っ
て
、
日
本
本
土
、
本
土
人
と
天
皇
が
共
犯
者
だ
と
い

う
事
実
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
小
説
で
火
野
は
知
念
吉
男
を
借
り
て
、
日
本
政
府
を
批
判
し
た
。

に
も
拘
ら
ず
、
戦
後
、
日
本
本
土
と
本
土
人
の
沖
縄
へ
の
加
害
を
反
省
す
る
観
点
は
乏
し
か
っ

た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
池
田
浩
士
が
『
火
野
葦
平
論
』
で
火
野
が
ア
メ
リ
カ
を
ひ
た
す

ら
に
批
判
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
日
本
か
ら
の
沖
縄
へ
の
加
害
を
無
視
し
た
と
批
判
し
た

理
由
は
そ
こ
に
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
注
目
し
た
い
の
は
、
天
皇
を
「
不
在
」
に
さ
せ
る
と

と
も
に
、
天
皇
へ
の
批
判
が
作
中
に
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
戦
後
、
天
皇

を
客
観
的
に
認
識
し
え
た
か
否
か
に
関
わ
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

つ
ま
り
、
沖
縄
の
「
日
本
復
帰
」
問
題
に
お
け
る
当
事
者
は
、
ア
メ
リ
カ
以
外
に
、
「
沖
縄

―
日
本
政
府
―
天
皇
―
本
土
人
」
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
小
説
「
ち
ぎ
ら
れ
た
縄
」

で
は
、
火
野
は
本
土
人
と
天
皇
を
「
不
在
」
に
さ
せ
た
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
火
野
は
戦
時
下
、

沖
縄
人
が
守
っ
た
天
皇
、
お
よ
び
彼
自
身
も
含
め
る
本
土
人
を
沖
縄
の
「
日
本
復
帰
」
問
題

か
ら
排
除
し
た
。
前
述
の
よ
う
に
火
野
が
「
地
獄
島
沖
縄
」
に
お
い
て
沖
縄
問
題
を
日
本
と

日
本
人
全
体
の
問
題
に
す
べ
き
だ
と
強
調
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
作
品
か
ら
そ
の
認
識
が
読
み
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取
れ
な
い
。

　

小
説
に
お
い
て
、
当
時
の
沖
縄
人
全
体
が
日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
持

ち
、
日
本
に
対
し
て
強
い
帰
属
意
識
を
持
っ
て
い
る
の
だ
。
沖
縄
の
帰
属
を
め
ぐ
っ
て
、
他

の
政
治
的
主
張
を
持
っ
て
い
る
沖
縄
人
は
作
品
に
は
登
場
し
て
い
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、

火
野
の
小
説
で
は
、
沖
縄
人
全
体
が
「
日
本
復
帰
」
に
賛
成
す
る
。
こ
れ
は
、
前
に
触
れ
た

火
野
の
「
日
本
復
帰
運
動
は
ヤ
マ
ト
復
帰
で
あ
り
、
ヤ
マ
ト
は
沖
縄
人
の
あ
こ
が
れ
の
的
だ
」

と
い
う
主
張
の
裏
付
だ
と
い
え
る
。
し
か
し
、
２
章
で
挙
げ
た
よ
う
に
、
沖
縄
の
帰
属
を
め

ぐ
っ
て
は
、
そ
も
そ
も
三
つ
の
主
張
が
あ
る
。
当
時
、
琉
球
政
府
行
政
主
席
を
務
め
、
親
米

を
主
張
し
た
比
嘉
秀
平51

な
ど
の
認
識
は
ど
う
で
あ
る
の
か
。
作
中
に
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い

な
い
。
つ
ま
り
、
火
野
は
当
時
の
沖
縄
の
現
状
を
伝
え
る
と
い
う
よ
り
、
沖
縄
現
状
の
一
面

―
―
復
帰
運
動
―
―
を
借
り
て
、
自
分
の
「
沖
縄
が
日
本
に
復
帰
す
べ
き
」
と
い
う
政
治
的

主
張
を
伝
え
た
と
い
っ
た
ほ
う
が
適
切
で
あ
る
。
本
土
作
家
火
野
の
沖
縄
問
題
の
複
雑
さ
へ

の
認
識
不
足
も
そ
こ
か
ら
わ
か
る
。

　

作
品
で
描
か
れ
た
占
領
さ
れ
た
沖
縄
の
惨
め
さ
と
軍
事
基
地
に
苦
し
め
ら
れ
る
沖
縄
人
の

厳
し
い
状
況
は
確
か
に
事
実
で
あ
る
が
、
沖
縄
全
体
が
日
本
に
復
帰
し
た
い
と
い
う
沖
縄
イ

メ
ー
ジ
は
火
野
に
想
像
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
え
よ
う
。Stefano 

Romagnoli
は
火
野
の
一
九

五
二
年
に
発
表
さ
れ
た
「
舞
姫
」
を
論
じ
た
際
、
火
野
の
三
度
目
の
訪
沖
よ
り
二
年
前
に
創

作
さ
れ
た
「
舞
姫
」
は
火
野
に
よ
っ
て
想
像
さ
れ
た
も
の
だ
と
指
摘
し
て
い
る52

。
そ
れ
と
同

じ
よ
う
に
、
三
度
目
の
訪
沖
か
ら
二
年
後
に
書
き
上
げ
た
「
ち
ぎ
ら
れ
た
縄
」
に
お
け
る
沖

縄
も
火
野
の
「
観
念
的
な
産
物
」
だ
と
い
う
可
能
性
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
火
野
は
沖
縄
・

沖
縄
人
を
描
く
時
、
本
土
作
家
の
立
場
か
ら
想
像
し
た
、
も
う
一
つ
の
「
沖
縄
」・「
沖
縄
人
」

を
創
造
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
創
造
さ
れ
た
の
は
た
だ
日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
を
持
ち
、
日
本
に
復
帰
し
た
い
沖
縄
人
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
火
野
の
認
識
に
欠

け
て
い
た
の
は
沖
縄
人
が
日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
持
つ
こ
と
自
体
が
、

「
沖
縄
の
日
本
化
」
お
よ
び
「
皇
民
化
」
施
策
の
結
果
の
一
つ
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
八

七
二
年
、
明
治
政
府
は
琉
球
王
国
を
併
合
し
た
。
一
八
七
九
年
、
琉
球
王
国
の
両
属
状
態
を

継
続
す
る
と
い
う
主
張
を
無
視
し
、
琉
球
の
日
本
の
国
防
上
の
価
値
を
強
調
し
、
琉
球
処
分

に
よ
っ
て
琉
球
王
国
を
一
県
と
し
て
日
本
に
組
み
込
ん
で
い
た
。
琉
球
処
分
以
降
、
沖
縄
を

国
防
拠
点
と
し
て
確
保
す
る
た
め
、
日
本
に
よ
る
国
民
教
育
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
国
民
教
育

の
目
的
は
ま
さ
に
沖
縄
人
を
「
日
本
人
」
に
改
造
し
、
日
本
及
び
天
皇
へ
の
忠
誠
心
を
育
成

す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た53

。

　

大
田
昌
秀
は
『
沖
縄
の
こ
こ
ろ
―
―
沖
縄
戦
と
私
―
―
』
で
、「
沖
縄
の
心
」
に
つ
い
て
、「
い

ず
れ
も
一
言
で
表
現
し
う
る
ほ
ど
単
純
明
快
な
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

わ
た
し
は
、
折
り
に
ふ
れ
「
沖
縄
の
心
」
は
、
「
反
戦
平
和
」
「
人
権
回
復
」
「
自
治
確
立
」
と

い
う
考
え
方
が
柱
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
く
り
か
え
し
指
摘
し
て
き
た
。
こ
れ
は
、
た
ん

な
る
思
い
付
き
で
は
な
い
。
戦
前
戦
後
の
資
料
を
整
理
・
分
析
し
、
大
衆
運
動
の
歩
み
を
丹

念
に
跡
づ
け
た
う
え
で
の
結
論
で
あ
る
」54

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
火

野
は
自
身
が
沖
縄
に
関
心
を
持
ち
、
愛
す
る
と
強
調
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
到
底
沖
縄
人
の
立

場
か
ら
沖
縄
問
題
を
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
沖
縄
を
舞
台
に
し
、
自
分
の
政
治
認
識
を

表
明
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
戦
後
、
占
領
さ
れ
た
沖
縄
の
主
題
の
一
つ
で
あ
る
「
土
地
闘
争
」

に
内
包
さ
れ
て
い
る
「
日
本
復
帰
」
問
題
は
、
小
説
「
ち
ぎ
ら
れ
た
縄
」
で
は
戦
後
沖
縄
の

最
も
大
切
な
問
題
と
さ
れ
、
「
日
本
へ
復
帰
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
沖
縄
人
の
唯
一
の
出
口
に

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
逆
に
、
主
題
で
あ
る
は
ず
の
「
土
地
闘
争
」
が
「
日
本
復
帰
」
に
取
っ

て
替
わ
ら
れ
、
矮
小
化
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
火
野
に
と
っ
て
は
、
日
本
へ
復
帰
す
れ
ば
、
沖

縄
の
全
て
の
問
題
が
解
決
で
き
る
。
そ
こ
か
ら
本
土
作
家
火
野
の
戦
後
沖
縄
問
題
へ
の
認
識

の
甘
さ
が
見
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
火
野
の
「
日
本
復
帰
運
動
は
ヤ
マ
ト
復
帰
で
あ
り
、
ヤ
マ
ト
は
沖
縄
人
の
あ
こ
が

れ
の
的
だ
」
と
い
う
「
日
本
復
帰
」
認
識
に
は
、
沖
縄
に
対
す
る
本
土
人
の
傲
慢
さ
が
端
的

に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　

沖
縄
出
身
の
文
学
者
大
城
立
裕
、
池
田
和
な
ど
に
批
判
さ
れ
た
よ
う
に
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
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に
発
表
さ
れ
た
戯
曲
「
ち
ぎ
ら
れ
た
縄
」
に
は
当
事
者
性
が
乏
し
く
、
そ
れ
は
沖
縄
の
「
島

ぐ
る
み
闘
争
」
を
材
料
に
し
て
創
作
さ
れ
た
が
、
作
品
の
内
容
が
当
時
の
沖
縄
の
実
際
と
異

な
り
、
「
作
者
自
体
が
、
沖
縄
を
よ
く
知
ら
な
い
。
そ
し
て
、
マ
ス
コ
ミ
を
通
し
て
、
沖
縄
を

観
念
的
に
と
ら
え
て
い
る
」55

。
ま
た
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
火
野
の
作
品
に
描
か
れ
た
沖
縄
は

い
つ
ま
で
も
外
来
者
、
旅
人
の
眼
で
見
た
沖
縄
で
あ
り
、
「
全
体
的
に
感
傷
が
つ
よ
す
ぎ
る
」56

と
も
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
作
品
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
共
感
で
は
な
く
、
「
外
部
か
ら
の
同

情
、
つ
ま
り
傍
観
者
の
同
情
」57

だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
火
野
が
書
い
た
「
そ
の
い
く
つ
か

の
映
像
の
う
ち
、
私
の
網
膜
か
ら
ど
う
し
て
も
消
え
な
い
の
は
、
ゴ
ル
フ
場
の
あ
る
う
つ
く

し
い
ア
メ
リ
カ
兵
住
宅
地
と
、
そ
れ
に
す
ぐ
隣
接
し
て
い
る
沖
縄
人
の
む
ざ
ん
な
掘
立
小
屋

と
の
対
照
で
あ
る
」
と
い
う
内
容
も
あ
る
程
度
で
そ
れ
を
裏
づ
け
た
。
そ
う
す
れ
ば
、
先
行

研
究
に
挙
げ
た
仁
衡
の
、
火
野
が
当
事
者
性
が
あ
る
と
い
う
評
価
に
対
し
て
は
、
疑
問
を
禁

じ
得
な
い
。

　

要
す
る
に
、
火
野
の
「
日
本
復
帰
」
認
識
に
お
い
て
、
本
土
人
と
天
皇
は
「
不
在
」
で
あ
る
。

ま
た
、
火
野
は
「
ち
ぎ
ら
れ
た
」
と
い
う
受
身
形
に
よ
っ
て
、
本
土
人
と
天
皇
の
責
任
問
題

を
巧
み
に
避
け
た
。
そ
し
て
、
一
見
沖
縄
人
の
立
場
か
ら
沖
縄
人
の
「
日
本
復
帰
」
の
訴
え

を
描
い
た
と
見
え
る
け
れ
ど
も
、
戦
後
沖
縄
の
本
当
に
解
決
す
べ
き
問
題
を
曖
昧
化
し
、
想

像
し
た
沖
縄
像
を
通
し
て
沖
縄
が
日
本
の
も
の
で
あ
り
、
日
本
に
復
帰
す
べ
き
だ
と
い
う
政

治
認
識
を
発
露
し
た
の
で
あ
る
。
沖
縄
問
題
を
日
本
と
日
本
人
全
体
の
問
題
に
す
べ
き
だ
と

主
張
し
て
い
る
本
土
作
家
火
野
の
認
識
に
は
、
沖
縄
問
題
複
雑
さ
へ
の
認
識
の
甘
さ
、
沖
縄

問
題
解
決
に
関
す
る
考
え
の
浅
さ
と
本
土
人
の
驕
り
が
あ
る
。
そ
の
原
因
は
火
野
が
本
土
作

家
と
し
て
、
「
当
事
者
性
」
が
欠
け
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

６
．
終
わ
り
に

　

戦
前
に
伝
統
的
な
琉
球
情
緒
に
満
ち
た
沖
縄
に
惹
か
れ
、
戦
時
下
、
惨
め
な
地
上
戦
に
陥
っ

た
沖
縄
を
目
撃
し
た
火
野
は
、
戦
後
の
沖
縄
に
も
関
心
を
示
し
た
。
本
稿
で
は
、
「
ち
ぎ
ら
れ

た
縄
」
に
お
け
る
火
野
葦
平
の
沖
縄
「
日
本
復
帰
」
問
題
に
関
す
る
認
識
を
検
討
し
て
き
た
。

最
後
に
、
作
品
に
描
か
れ
た
以
後
の
、
現
実
の
沖
縄
が
た
ど
っ
た
歴
史
を
瞥
見
し
て
お
く
。

　

周
知
の
と
お
り
、
一
九
七
二
年
、
沖
縄
は
制
度
上
の
本
土
復
帰
を
果
た
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
沖
縄
と
沖
縄
人
は
終
始
占
領
さ
れ
た
状
態
か
ら
解
放
さ
れ
な
か
っ
た
。
相
変
わ
ら
ず

米
軍
軍
事
基
地
問
題
に
苦
し
ん
で
い
た
。
新
崎
は
「
佐
藤
首
相58

が
衆
議
院
を
解
散
し
（
一
二

月
二
日)

、
総
選
挙
を
行
う
と
自
民
党
は
三
○
○
近
い
議
席
を
得
て
圧
勝
し
た
（
一
二
月
二
七

日
）。
日
米
の
軍
事
協
力
強
化
政
策
の
中
心
環
に
沖
縄
返
還
を
位
置
づ
け
利
用
す
る
と
い
う
政

策
が
成
功
し
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
」59

と
指
摘
し
た
よ
う
に
、
沖
縄
の
復
帰
は
日
米
そ

れ
ぞ
れ
の
利
益
を
も
と
に
し
た
戦
略
的
選
択
だ
と
い
っ
て
構
わ
な
い
だ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、

返
還
さ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、
国
土
面
積
の
〇
・
六
％
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
沖
縄
に
、
在
日

米
軍
基
地
（
専
用
施
設
）
の
約
七
〇
・
三
％60

が
集
中
す
る
状
況
が
生
み
出
さ
れ
た
の
も
理
解

し
や
す
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
沖
縄
は
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
基
地
問
題
か
ら
今
に
至
る
ま
で
抜

け
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
の
で
あ
る
。
普
天
間
基
地
の
辺
野
古
へ
の
移
転
の
問
題
は

端
的
に
そ
れ
を
表
し
て
い
る
。

　

二
〇
二
二
年
、
沖
縄
の
「
日
本
復
帰
」
五
〇
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
た
。
こ
の

五
〇
年
の
「
日
本
復
帰
」
は
沖
縄
に
何
を
も
た
ら
し
た
の
か
。
そ
の
答
え
が
沖
縄
の
現
状
に

あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
五
〇
年
の
間
に
、
「
沖
縄
の
心
」
が
ど
れ
ほ
ど
「
外
」
に
読
み
解
か
れ
て

い
た
の
か
。
あ
る
い
は
、
読
み
解
か
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。
「
日
本
復
帰
」
は
本
当
に
沖
縄

人
の
望
み
な
の
か
。
あ
る
い
は
、
沖
縄
人
の
望
み
は
何
で
あ
る
か
。
こ
れ
か
ら
、
そ
れ
ら
の

問
題
を
考
え
ぬ
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、
小
説
「
ち
ぎ
ら
れ
た
縄
」
か
ら
、
火
野
の
沖
縄
題
材
作
品
に
お
け
る
沖
縄
の
「
日

本
復
帰
」
に
関
す
る
内
容
を
検
討
し
た
。
火
野
の
他
の
沖
縄
題
材
作
品
に
お
い
て
、
何
を
表

し
た
の
か
。
ま
た
、
火
野
は
小
説
「
ち
ぎ
ら
れ
た
縄
」
で
沖
縄
の
基
地
経
済
問
題
に
言
及
し

た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
彼
は
ど
の
よ
う
に
認
識
す
る
の
か
。
そ
し
て
、
戦
後
の
沖
縄
に
対

し
て
、
火
野
は
他
に
ど
の
よ
う
な
見
方
を
し
て
い
る
の
か
。
さ
ら
に
、
火
野
の
他
の
沖
縄
題
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材
作
品
に
描
か
れ
る
本
土
人
の
イ
メ
ー
ジ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
。
そ
の
イ
メ
ー

ジ
の
特
徴
に
よ
っ
て
、
火
野
は
ど
の
よ
う
な
考
え
を
伝
え
よ
う
と
し
た
の
か
。
今
後
、
火
野

の
沖
縄
題
材
作
品
を
全
面
的
に
検
討
し
、
以
上
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
付
記
】

1
、
小
説
「
ち
ぎ
ら
れ
た
縄
」
の
本
文
引
用
は
、
『
新
日
本
文
学
全
集
19
・
火
野
葦
平
集
』
（
筑
摩

書
房
、
一
九
五
九
年
四
月
）
に
拠
っ
た
。
（
内
容
は
初
出
雑
誌
『
オ
ー
ル
小
説
』
の
と
同
じ
で
あ

る
。
）
引
用
す
る
に
際
し
て
、
ル
ビ
は
省
略
し
た
。

2	

、
小
説
「
ち
ぎ
ら
れ
た
縄
」
で
「
一
九
五
四
年
十
二
月
、
僚
島
で
あ
る
奄
美
大
島
が
日
本
へ
帰

属
し
た
。
」
と
書
い
て
い
る
が
、
「
奄
美
群
島
に
関
す
る
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の

協
定
及
び
関
係
文
書
・
御
署
名
原
本
・
昭
和
二
十
八
年
・
条
約
第
三
三
号
」
に
よ
る
と
、
奄
美

大
島
が
「
一
九
五
三
年
十
二
月
」
に
日
本
に
返
還
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

注1		

一
度
目
は
一
九
四
○
年
五
月
、
友
人
た
ち
と
旅
行
に
沖
縄
へ
行
っ
た
。
二
度
目
は
、
ビ
ル
マ

の
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
に
報
道
班
員
と
し
て
参
加
し
、
帰
国
途
中
で
、
沖
縄
で
数
日
を
過
ご
し
た
。

三
度
目
は
、
一
九
五
四
年
二
月
、
沖
縄
へ
の
戦
後
初
め
て
の
航
空
路
が
開
設
さ
れ
る
機
会
に
、

火
野
葦
平
は
日
本
航
空
と
現
地
の
招
待
に
よ
っ
て
、
最
後
に
沖
縄
へ
一
週
間
の
旅
行
を
し
た
。

2		

火
野
葦
平
「
地
獄
島
沖
縄
」(

『
脈
』
第
95
号
、
脈
発
行
所
、
二
○
一
七
年
十
一
月)

、
四
頁
。

3		

坂
口
博
「
火
野
葦
平
と
沖
縄
」(

『
脈
』
第
95
号
、
脈
発
行
所
、
二
○
一
七
年
十
一
月)

、
十

七
頁
。

4		

火
野
葦
平
「
沖
縄
は
フ
タ
カ
チ
ャ
の
御
代
」
（
『
世
界
』
第

142
号
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
年

十
二
月
）
、
一
四
六
頁
。

5		

玉
井
史
太
郎
「
ち
ぎ
ら
れ
た
縄
」(

『
脈
』
第
95
号
、
脈
発
行
所
、
二
○
一
七
年
十
一
月)

、

九
頁
。

6		

戯
曲
「
ち
ぎ
ら
れ
た
縄
」
の
登
場
人
物
と
構
成
が
小
説
の
も
の
と
違
う
。

7		

池
田
浩
士
『
火
野
葦
平
論
』
（
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
、
二
◯
◯
◯
年)

、
一
一
二
頁
。

8		

菅
野
聡
美
「
楽
園
幻
想
の
起
源
を
求
め
て
―
―
①
火
野
葦
平
が
愛
し
た
琉
球
」（
『
政
策
科
学
・

国
際
関
係
論
集
』
（
7
）
、
琉
球
大
学
法
文
学
部
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）
、
二
八
五
頁
。

9		

仁
衡
琢
磨
「
「
本
土
」
人
が
描
い
た
沖
縄
と
基
地
問
題
―
―
火
野
葦
平
と
当
事
者
性
」(

『
脈
』

第
95
号
、
脈
発
行
所
、
二
○
一
七
年
十
一
月)

、
六
一
頁
〜
六
七
頁
。

10		
Stefa

n
o
 
Ro

m
ag

n
oli
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」 

（ 

『A
n
n
a
li
 
d
i
 
C
a’
 Fo

s
c
a
r
i.
 S
e
r
ie
 
o
r
ie
nt

a
le

』

（
55
）C

a'
 Fo

s
c
a
ri
 
University

 
of
 
Ve
nice

、
二
○
一
九
年
）
、
五
五
五
頁
〜
五
七
八
頁)

11		

本
土
人
：
本
論
文
で
は
、
沖
縄
県
以
外
の
日
本
の
各
地
出
身
の
日
本
人
を
指
す
。

12		

注
2
に
同
じ
。

13		

火
野
葦
平
「
ち
ぎ
ら
れ
た
沖
縄
」
（
『
河
童
会
議
』
、
文
藝
春
秋
社
、
一
九
四
八
年
四
月)

、
三

九
頁
。

14		

九
十
日
に
わ
た
り
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
死
闘
の
結
果
、
戦
死
者
は
、
日
本
兵
六
万
五
九
○
八

人
、
沖
縄
県
出
身
者
（
軍
人
軍
属
）
二
万
八
二
二
八
人
、
そ
の
他
の
戦
闘
参
加
者
五
万
五
二
四

六
人
、
一
般
人
九
万
四
七
五
四
人
で
、
計
二
四
万
四
一
三
六
人
で
あ
る
。
（
米
国
陸
軍
省
編
・
外

間
正
四
郎
訳
、
『
日
米
最
後
の
戦
闘
』
、
一
九
六
八
年
一
一
月
、
二
頁
。
）

15		

当
時
の
詳
し
い
状
況
に
つ
い
て
、
大
田
昌
秀
は
「
沖
縄
守
備
軍
さ
い
ご
の
拠
点
、
摩
文
仁
が

丘
が
敵
の
手
中
に
帰
し
た
の
は
、
六
月
二
三
日
で
あ
っ
た
。
そ
の
日
、
守
備
軍
首
脳
（
沖
縄
守

備
軍
司
令
官
牛
島
満
中
将
、
筆
者
注
）
は
、
自
刃
し
、
嘉
手
納
飛
行
場
近
く
の
米
第
一
○
軍
司

令
部
で
は
、
軍
楽
隊
が
ア
メ
リ
カ
の
国
歌
を
吹
奏
す
る
中
で
、
星
条
旗
が
か
か
げ
ら
れ
、
沖
縄

本
島
が
占
拠
さ
れ
た
こ
と
が
全
世
界
に
報
じ
ら
れ
た
」
と
書
い
て
い
る
。
（
大
田
昌
秀
『
沖
縄
の

こ
こ
ろ
―
沖
縄
戦
と
私
―
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
八
月
、
二
○
六
頁
。
）

16		

新
崎
盛
暉
『
日
本
に
と
っ
て
沖
縄
と
は
何
か
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
六
年
一
月
）
、
八
頁
。

17		

新
崎
盛
暉
『
現
代
日
本
と
沖
縄
』
（
山
川
出
版
社
、
二
○
○
一
年
）
、
三
〇
頁
。

18		

注
16
、
十
一
頁
。

19		

対
日
平
和
条
約　

第
三
条
：
日
本
国
は
、
北
緯
二
十
九
度
以
南
の
南
西
諸
島
（
琉
球
諸
島
及

び
大
東
諸
島
を
含
む
。
）
孀
婦
岩
の
南
の
南
方
諸
島
（
小
笠
原
群
島
、
西
之
島
及
び
火
山
列
島
を

含
む
。
）
並
び
に
沖
の
鳥
島
及
び
南
鳥
島
を
合
衆
国
を
唯
一
の
施
政
権
者
と
す
る
信
託
統
治
制
度

の
下
に
お
く
こ
と
と
す
る
国
際
連
合
に
対
す
る
合
衆
国
の
い
か
な
る
提
案
に
も
同
意
す
る
。
こ

の
よ
う
な
提
案
が
行
わ
れ
且
つ
可
決
さ
れ
る
ま
で
、
合
衆
国
は
、
領
水
を
含
む
こ
れ
ら
の
諸
島

の
領
域
及
び
住
民
に
対
し
て
、
行
政
、
立
法
及
び
司
法
上
の
権
力
の
全
部
及
び
一
部
を
行
使
す

る
権
利
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。
（h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
a
r
c
h
i
v
e
s
.
p
r
e
f
.
o
k
i
n
a
w
a
.
j
p
/
n
e
w
s
/
t
h
a
t
_

d
a
y
/4561

 

二
◯
二
二
年
七
月
九
日
参
照
し
た
。
）

20		

注
16
、
十
八
頁
。

21		

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
：
南
ベ
ト
ナ
ム
の
内
戦
に
ア
メ
リ
カ
が
全
面
に
介
入
し
、
南
ベ
ト
ナ
ム
民
族

解
放
戦
線
と
こ
れ
を
支
援
す
る
北
ベ
ト
ナ
ム
と
戦
っ
た
戦
争
。
事
実
上
ア
メ
リ
カ
は
敗
退
し
、

一
九
七
五
年
四
月
、
ベ
ト
ナ
ム
は
統
一
さ
れ
た
。
（
注
17
、
六
〇
頁
。
）

22		

注
17
、
四
六
頁
。

23		
琉
球
列
島
米
国
民
政
府
に
つ
い
て
：
一
九
四
五
年
四
月
一
日
の
沖
縄
本
島
上
陸
に
よ
り
始

ま
っ
た
沖
縄
戦
で
は
、
米
軍
は
軍
政
施
行
を
宣
言(

ニ
ミ
ッ
ツ
布
告)

し
、
本
島
上
陸
後
、
軍

政
府
を
設
立
し
た
。
軍
政
府
は
、
戦
闘
期
間
中
、
避
難
民
の
収
容
、
食
料
配
布
、
収
容
所
の
管

理･

運
営
な
ど
を
行
っ
た
。
一
九
五
○
年
一
二
月
一
五
日
、
軍
政
府
が
廃
止
さ
れ
、
替
わ
っ
て

民
政
府
が
設
立
さ
れ
た
。
軍
政
か
ら
民
政
へ
の
移
行
は
、
沖
縄
住
民
の
協
力
を
得
て
、
沖
縄
の

長
期
的
統
治
を
可
能
に
す
る
た
め
の
処
置
と
い
わ
れ
る
。
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
r
e
k
i
s
h
i
-
a
r
c
h
i
v
e
.

c
i
t
y
.
n
a
h
a
.
o
k
i
n
a
w
a
.
j
p
/
a
r
c
h
i
v
e
s
/
s
i
t
e
/

民
政
府
跡
二
◯
二
二
年
二
月
九
日
参
照
し
た
。
）
権
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限
は
絶
大
で
行
政
主
席
や
副
主
席
、
上
訴
裁
判
所
判
事
の
任
命
権
、
立
法
院
が
制
定
し
た
法
令

等
の
拒
否
権
、
裁
判
権
を
米
国
政
府
裁
判
所
の
管
轄
に
移
管
す
る
権
限
ま
で
も
握
っ
て
い
た
。

軍
政
府
と
何
ら
変
わ
ら
な
か
っ
た
。（https://r

y
u
ky

ushim
p
o.jp/okinaw

a-dic/prentr
y-42881

.

h
t
m
l
 

二
◯
二
二
年
二
月
九
日
参
照
し
た
。
）

24		

注
22
に
同
じ
。

25		

注
22
に
同
じ
。

26		

一
括
払
い
：
米
軍
が
定
め
た
借
地
料
（
地
価
の
六
％
）
の
一
六
・
六
カ
年
分
、
つ
ま
り
地
価

相
当
額
を
一
度
に
支
払
う
こ
と
に
よ
り
、
限
定
土
地
保
有
権
（
一
種
の
永
代
借
地
権
）
を
設
定

し
よ
う
と
い
う
、
実
質
的
土
地
買
い
上
げ
政
策
で
あ
っ
た
。
（
注
17
、
四
八
頁
。
）

27		

土
地
を
守
る
四
原
則
：
一
九
五
四
年
四
月
三
◯
日
に
立
法
院
が
全
会
一
致
で
決
議
し
た
「
軍

用
地
処
理
に
関
す
る
請
願
決
議
」
の
中
で
米
政
府
に
要
請
し
た
四
つ
の
原
則
。
（
一
）
米
軍
用
地

地
料
一
括
支
払
い
反
対
、
（
二
）
土
地
の
適
正
補
償
、
（
三
）
米
軍
が
加
え
た
損
害
の
適
正
賠
償

の
支
払
い
、
（
四
）
新
た
な
土
地
の
収
用
反
対
。
（h

t
t
p
s
:
/
/
r
y
u
k
y
u
s
h
i
m
p
o
.
j
p
/
o
k
i
n
a
w
a
-
d
i
c
/

p
r
e
n
t
r
y
-42305

.
h
t
m
l

　

二
◯
二
一
年
十
月
九
日
参
照
し
た
。
）

28		

四
者
協
：
四
者
協
議
会
。
立
法
院
、
行
政
府
、
市
町
村
長
会
、
土
地
連
合
会
（
軍
用
地
主
の

組
織
）
の
四
団
体
で
あ
る
。
（
注
16
、
二
二
頁
。
）

29		

注
26
に
同
じ
。

30		

小
熊
英
二
『
〈
日
本
人
〉
の
境
界
』
（
新
曜
社
、
一
九
九
八
年
十
一
月
）
、
四
八
三
頁
。

31		

林
泉
忠｢

沖
縄
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
十
字
路｣

（
『
政
策
科
学
・
国
際
関
係
論
集
』
第
七
号
、

琉
球
大
学
法
文
学
部
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）
、
二
七
〇
頁
。

32		

櫻
澤
誠｢

戦
後
沖
縄
に
お
け
る
「
68
年
体
制
」
の
成
立
―
復
帰
運
動
に
お
け
る
沖
縄
教
職
員

会
の
動
向
を
中
心
に｣

（
『
立
命
館
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
』
（
82
）
、
立
命
館
大
学
人
文
科

学
研
究
所
、
二
○
○
三
年
十
二
月
）
、
一
六
五
頁
。

33		

注
31
に
同
じ
。

34		

注
17
、
五
〇
頁
。

35		

ガ
ー
ブ
ー
川
：
那
那
覇
市
の
中
央
を
流
れ
る
延
長
約
三
六
三
◯
メ
ー
ト
ル
の
小
流
。
用
途
は

排
水
路
。
改
修
工
事
が
完
成
す
る
一
九
六
五
年
（
昭
和
四
◯
年
）
三
月
ま
で
は
、
台
風
や
豪
雨

の
た
び
に
周
辺
の
低
地
帯
（
沖
映
付
近
・
牧ま
き
し志

公
設
市
場
一
帯
・
神か
ん
さ
と
ば
る

里
原
一
帯
）
が
浸
水
に
悩

ま
さ
れ
た
。
（
『
沖
縄
大
百
科
事
典
（
上
巻
）
』
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
八
三
年
五
月
、
六
四

二
頁
参
照
。)

36		

注
4
、
一
四
七
頁
。

37		

由
美
子
ち
ゃ
ん
事
件
：
一
九
五
五
年(

昭
和
三
◯)

九
月
三
日
、
石
川
市
に
住
む
永
山
由
美

子
ち
ゃ
ん
（
六
歳
）
が
米
軍
に
暴
行
・
殺
害
さ
れ
、
嘉
手
納
海
岸
死
体
と
な
っ
て
発
見
さ
れ
た

事
件
。
加
害
者
は
嘉
手
納
基
地
第
二
十
二
高
射
砲
大
隊
所
属
の
Ｈ
軍
曹
（
三
十
一
歳
）
。
米
軍
に

よ
る
軍
用
地
接
収
を
め
ぐ
る
島
ぐ
る
み
闘
争
が
高
ま
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
激
し
い
抗

議
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
米
軍
人
・
軍
属
の
犯
罪
が
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
、
米
軍
当
局
に
抗

議
の
矛
先
が
向
け
ら
れ
た
最
初
の
事
件
と
も
い
え
る
。(

『
沖
縄
大
百
科
事
典
（
下
巻
）
』
、
沖
縄

タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
八
三
年
五
月
日
、
七
八
四
頁
参
照
。)

38		

こ
れ
に
つ
い
て
、
火
野
葦
平
は
随
筆
「
ち
ぎ
ら
れ
た
沖
縄
」
に
「
最
近
の
統
計
を
持
た
な
い
が
、

昨
年
、
『
ち
ぎ
ら
れ
た
縄
』
を
書
く
と
き
、
集
め
た
資
料
の
な
か
に
、
過
去
五
年
間
に
お
け
る
、

外
国
人
に
よ
る
犯
罪
の
統
計
表
が
あ
っ
た
。
『
殺
人
三
、
未
遂
三
、
暴
行
致
死
一
、
暴
行
二
百
九
、

未
遂
十
七
、
放
火
十
一
、
住
宅
侵
入
七
十
八
、
器
物
損
棄
三
百
九
十
五
、
交
通
事
故
被
害
、
死

亡
百
二
十
四
、
重
傷
百
八
十
五
、
軽
傷
三
百
九
十
三
、
そ
の
他
』
」
と
書
い
て
い
る
。
（
注
13
に

同
じ
）
数
字
か
ら
見
れ
ば
、
小
説
の
こ
の
部
分
の
内
容
が
当
時
の
沖
縄
の
現
状
を
そ
の
ま
ま
に

反
映
し
た
と
い
え
よ
う
。

39		

当
時
の
現
状
に
つ
い
て
、
国
場
幸
太
郎
は
「
こ
れ
と
は
別
に
、
沖
縄
人
が
ア
メ
リ
カ
軍
の
布

告
、
布
令
、
指
令
に
違
反
し
た
事
件
は
、
す
べ
て
、
米
国
民
政
府
裁
判
所
で
あ
つ
か
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
（
中
略
）
こ
の
民
政
府
裁
判
所
の
裁
判
官
と
検
事
は
、
み
ん
な
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
人
で
、

別
に
資
格
の
あ
る
法
律
の
専
門
家
で
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
裁
判
の
や
り
方
は
、
そ
の
場

で
即
座
に
判
決
を
く
だ
す
即
決
の
軍
事
裁
判
で
し
た
。
一
方
、
ア
メ
リ
カ
兵
が
沖
縄
人
を
殺
し

た
り
、
傷
つ
け
た
り
す
る
犯
罪
は
、
こ
の
米
国
民
政
府
裁
判
所
と
は
ま
っ
た
く
別
の
軍
事
法
廷

（
軍
法
会
議
）
で
裁
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
軍
事
法
廷
は
被
害
者
の
家
族
さ
え
も
傍
聴
を
ゆ
る

さ
な
い
完
全
な
秘
密
裁
判
で
、
判
決
の
結
果
も
公
表
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
上
、
被
害
者
に

対
す
る
補
償
も
何
一
つ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
、
た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
兵
に
乱
暴
さ

れ
て
沖
縄
人
が
殺
さ
れ
て
も
、
犯
人
が
ど
う
い
う
刑
を
う
け
た
か
も
わ
か
ら
ず
、
死
ん
だ
人
は

ま
っ
た
く
の
殺
さ
れ
損
で
す
。
そ
の
家
族
が
、
た
だ
た
だ
泣
き
寝
入
り
さ
せ
ら
れ
る
状
態
は
、

敗
戦
直
後
の
頃
と
少
し
も
か
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
紹
介
し
て
い
る
。
（
国
場
幸
太
郎
『
沖

縄
の
歩
み
』
、
二
○
一
九
年
六
月
、
二
二
六
頁
〜
二
二
七
頁
。
）

40		

伊
江
島
は
沖
縄
北
部
の
本
部
半
島
か
ら
ち
ぎ
ら
れ
た
よ
う
に
、
海
中
か
ら
突
き
出
て
い
る
。

米
軍
の
最
初
の
琉
球
攻
略
作
戦
の
第
二
期
作
戦
の
計
画
と
し
て
、
伊
江
島
を
確
保
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
沖
縄
北
部
を
制
御
し
、
日
本
本
土
を
攻
撃
す
る
こ
と
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
。
（
注

14
、
四
頁
〜
七
頁
）
戦
況
の
変
化
に
つ
れ
、
伊
江
島
占
領
は
第
一
期
作
戦
に
置
か
れ
た
の
で
あ

る
。
「
こ
の
作
戦
の
お
も
な
ね
ら
い
は
、
沖
縄
攻
撃
を
支
援
す
る
一
方
、
日
本
本
土
を
攻
撃
に
も

備
え
て
、
そ
こ
に
あ
る
飛
行
場
を
奪
取
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
」
（
注
14
、
六
一
頁
）
伊
江
島
の

戦
闘
は
沖
縄
戦
の
典
型
的
な
事
例
と
さ
れ
、
「
沖
縄
戦
の
縮
図
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
一
九
四
四

年
十
月
十
日
（
十
・
十
空
襲
）
未
明
か
ら
沖
縄
本
島
を
襲
う
米
軍
の
一
隊
が
伊
江
島
を
狙
い
、

初
め
に
伊
江
島
飛
行
場
を
爆
撃
し
た
。
通
信
網
・
交
通
網
は
遮
断
さ
れ
四
○
余
名
の
死
者
を
出

し
た
。
こ
れ
が
初
め
て
の
犠
牲
者
で
あ
る
。
一
九
四
五
年
四
月
一
六
日
午
前
八
時
、
米
軍
の
上

陸
部
隊
第
七
七
歩
兵
師
団
が
上
陸
用
舟
艇
・
水
陸
両
用
戦
車
を
用
い
て
伊
江
島
の
西
崎
海
岸
か

ら
上
陸
し
、
そ
の
後
南
海
岸
中
央
部
海
岸
か
ら
続
々
と
米
軍
部
隊
が
上
陸
し
た
。
日
本
軍
は
伊

江
島
全
域
で
約
一
週
間
に
及
ぶ
白
兵
戦
・
肉
弾
戦
法
に
頼
り
戦
力
を
補
っ
て
い
た
。
城
山
南
方

の
学
校
陣
地
（
現
・
伊
江
中
学
校
）
付
近
は
米
兵
た
ち
が
「
血
ぬ
ら
れ
た
丘
」
と
名
付
け
た
ほ

15



ど
の
激
戦
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
激
闘
の
末
、
四
月
二
一
日
午
後
五
時
三
○
分
に
米
軍
か
ら
伊
江

島
確
保
が
宣
言
さ
れ
た
。（h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
s
o
u
m
u
.
g
o
.
j
p
/
m
a
i
n
_
s
o
s
i
k
i
/
d
a
i
j
i
n
k
a
n
b
o
u
/
s
e
n
s
a
i
/

s
i
t
u
a
t
i
o
n
/
s
t
a
t
e
/
o
k
i
n
a
w
a
_36

.
h
t
m
l
 

二
◯
二
二
年
七
月
一
九
日
参
照
し
た
。
）
悽
愴
を
き
わ
め

た
伊
江
島
の
六
日
間
の
戦
闘
で
米
軍
は
四
千
七
百
六
名
の
日
本
軍
を
殺
し
、
百
四
十
九
名
を
捕

虜
に
し
た
。
戦
死
し
た
多
く
は
民
間
人
だ
っ
た
。
（
中
略
）
軍
服
を
着
せ
ら
れ
、
日
本
軍
の
兵
器

を
も
っ
た
民
間
人
は
お
よ
そ
千
五
百
と
推
定
さ
れ
た
。
（
注
14
、
七
八
頁
）

41		

当
時
の
沖
縄
の
不
自
由
な
社
会
状
況
に
つ
い
て
、
人
民
党
の
国
場
幸
太
郎
は
伊
佐
浜
の
武
力

接
収
（
一
九
五
五
年
七
月
）
か
ら
ま
も
な
い
時
期
に
、
自
分
がC

I
C

（
占
領
地
の
住
民
の
あ
い
だ

で
秘
密
に
ス
パ
イ
活
動
を
す
る
ア
メ
リ
カ
陸
軍
の
「
対
民
間
諜
報
部
隊
」
の
こ
と
で
あ
る
。
（
注

39
、
二
四
二
頁
）
）
に
拉
致
さ
れ
、
拷
問
さ
れ
た
経
験
を
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
紹
介

す
る
。
（
注
39
、
二
四
二
頁
〜
二
五
九
頁
）

42		

火
野
葦
平
「
国
旗
」
（
『
河
童
会
議
』
、
文
藝
春
秋
社
、
一
九
四
八
年
四
月)

、
一
三
頁
。 

43		

火
野
葦
平
「
歌
姫
」
（
『
石
川
逹
三
・
火
野
葦
平
集
』
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
二
年
一
一
月
）
、

三
一
三
頁
。

44		

注
14
、
一
頁
。

45		

新
崎
盛
暉
「
沖
縄
返
還
運
動
に
内
在
す
る
問
題
点
」（
『
沖
縄
本
土
復
帰
の
幻
想
』
、
三
一
書
房
、

一
九
六
八
年
十
一
月
）
一
〇
八
頁
。

46		

注
10
、
五
七
二
頁
。

47		

注
4
、
一
四
八
頁
。

48		

注
47
に
同
じ
。

49		

こ
れ
に
つ
い
て
、
新
崎
盛
暉
「
一
九
五
二
年
に
平
和
条
約
の
成
立
が
あ
り
、
そ
し
て
、
第
三

条
に
よ
っ
て
沖
縄
は
現
在
の
よ
う
な
地
位
に
置
か
れ
る
わ
け
で
す
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
覚
書
が
占
領
政

策
の
確
定
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
第
三
条
の
成
立
は
国
際
法
上
の
沖
縄
の
地
位
の
決
定
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
す
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
場
合
に
も
、
平
和
条
約
を
成
立
さ
せ
た
の
は
、

東
西
対
立
と
か
朝
鮮
戦
争
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
が
日
本
を
い
わ
ゆ
る
自
由
主
義
陣
営
の
な
か
に

結
び
つ
け
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め
の
一
つ
の
柱
と
し
て
第
三
条
が

あ
っ
た
と
見
え
る
べ
き
だ
」
と
指
摘
す
る
。
（
注
45
、
一
〇
九
頁
）

50		

注
16
、
九
頁
。

51		

比
嘉
秀
平:

親
米
派
琉
球
民
主
党
の
初
代
総
裁
。
琉
球
民
主
党
綱
領
の
第
一
条
は
「
米
国
の

善
意
と
世
界
平
和
政
策
に
信
頼
し
、
自
治
権
を
拡
大
し
て
住
民
の
繁
栄
を
確
保
す
る
」
と
い
う

内
容
で
あ
る
。
（https://www3

.archives.pref.okinawa.jp/RDA/ryusei/R00000470
B/index.

html?title=

琉
球
民
主
党
に
関
す
る
綴%201953

年
04
月&page=36

 

二
◯
二
二
年
十
月
二
十
一

日
参
照
し
た
。
）

52		

原
文
は
「I

t
 
i
s
 
n
o
t
e
w
o
r
t
h
y
 
t
h
a
t
 
t
h
i
s
 
d
e
s
c
r
i
p
t
i
o
n
 

（
「
舞
姫
」
に
お
け
る
「
那
覇
」
に

つ

い

て

の

内

容

―
―

筆

者

注

）c
a
n
n
o
t
 
p
o
s
s
i
b
l
y
 
h
a
v
e
 
b
e
e
n
 
b
a
s
e
d
 
o
n
 
a
n
y
 
a
c
t
u
a
l
 

e
x
p
e
r
i
e
n
c
e
 
o
f
 
t
h
e
 
p
l
a
c
e
 
s
i
n
c
e
 
i
t
 
w
a
s
 
w
r
i
t
t
e
n
 
t
w
o
 
y
e
a
r
s
 
b
e
f
o
r
e
 
H
i
n
o
'
s
 
p
o
s
t
w
a
r
 

v
i
s
i
t
 
t
o
 
O
k
i
n
a
w
a
.
I
t
 
(

「
舞
姫
」
―
―
筆
者
注)

i
s
 
t
h
e
r
e
f
o
r
e
 
a
 
p
r
o
d
u
c
t
 
o
f
 
 
H
i
n
o
'
s
 

i
m
a
g
i
n
a
t
i
o
n
 
a
n
d
,
p
r
e
s
u
m
a
b
l
y
,
s
e
c
o
n
d
-
h
a
n
d
 
a
c
c
o
u
n
t
s
.

」
で
あ
る
。
（
注
10
、
五
六
七
頁
）

53		

注
30
、
八
頁
〜
四
九
頁
。　

54		

注
15
、
六
頁
。

55		

大
城
立
裕
・
池
田
和
・
池
澤
聰
・
新
川
明
・
眞
栄
城
啓
介
「
主
題
と
し
て
の
「
沖
縄
」
―
―

火
野
葦
平
「
ち
ぎ
ら
れ
た
縄
」
・
佐
藤
直
孝
「
沖
縄
―
―
梯
梧
の
花
の
咲
く
日
ま
で
」
・
霜
多
正

次
「
沖
縄
島
」
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
沖
縄
文
学
』
第
一
巻
第
二
号
、
琉
球
大
学
文
芸
部
、
一
九
五

七
年
一
一
月
一
九
日
）
四
六
頁
。

56		

注
55
に
同
じ
。

57		

注
55
、
四
八
頁
。

58		

佐
藤
首
相
：
日
本
の
第
六
一
・
六
二
・
六
三
代
内
閣
総
理
大
臣
佐
藤
栄
作
を
指
す
。

59		

注
16
、
六
八
頁
。

60		
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
i
n
a
w
a
.
j
p
/
s
i
t
e
/
c
h
i
j
i
k
o
/
k
i
c
h
i
t
a
i
/
d
o
c
u
m
e
n
t
s
/
k
i
t
i
n
o
j
y
o
u
k
y
o
u
.

p
d
f
(

二
◯
二
二
年
十
二
月
二
十
六
日
参
照
し
た
。) 
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縄
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○
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